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●複数の教室／会議室で収録したい
●ライブ配信したい
●収録の手間を軽減したい
●動画コンテンツを効率的に管理／配信したい

収録／コンテンツ管理に関する、こんな課題をお持ちではありませんか？
授業・講義・医療実習・研修・セミナー・講演などを、簡単に映像コンテンツにできる収録システムや、
学生など視聴者への動画共有や、動画管理、視聴分析が可能なコンテンツ管理／配信システムの導入で、
課題を解決したお客様の事例をご紹介いたします。

全国500以上の導入実績

九州

約45件

中国/四国

約40件

近畿

約90件

東海/北陸/信越

約65件

北海道/東北

約35件

関東

約230件

動画で学びが“繋がる”“深まる”“広 がる”

コンテンツの
管理・配信

配  信
パソコン

モバイル端末視聴

視  聴収  録
講義の収録

動画コンテンツの
作成
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I N D E X
導入システム：収録   配信

35

全支店を網羅するTV会議システムを通じて
オンデマンド配信を実現

収録  Cbox Station / Power Rec Station  配信  Power Contents Server

京都銀行 様

33

「Power Rec SS」で実現する
臨場感のある質の高い動画コンテンツ制作

収録  Power Rec SS

安全保障貿易情報センター 様

31
テープレス化と管理コスト削減を実現

収録  Cbox Sシリーズ
河合塾マナビス 様

29

授業に出席できない生徒や復習を希望する生徒への
充実した学習環境の構築を実現

収録  Power Rec MV Station

開智学園 様

39
24時間 365日いつでも学習できる環境を構築

収録  Power Rec MV

済生会熊本病院 様15

Cbox 38台の導入で、
遠隔地の大学と授業映像の共有を実現

収録  Cbox Pシリーズ / Cbox Sシリーズ
筑波大学 様

23

ネットワークカメラによる2画面同時収録で
15教室の全自動収録を実現

収録  Spider Rec  配信  Power Contents Server

広島国際大学 様

21

教室数の増加にもフレキシブルに対応
コストを最小限に抑えて、収録から公開までの自動フロー化を実現

収録  Power Rec SS / Cbox / Power Rec MV

北陸先端科学技術大学院大学 様

19
講義収録時の負担を50%削減

収録  Cbox Pシリーズ / Bee8

豊橋技術科学大学 様

25

動画コンテンツを通じて
学生/地域とのコミュニケーションを促進

収録  Bee8 / Bee Touch  配信  CLEVAS

美作大学 様

11
CAD・CG授業の映像収録で学生の自主学習を促進

収録  Power Rec MV

湘南工科大学 様

9

講義収録配信システムを自動化
学生・教育・事務スタッフに最適な環境で運用

収録  Power Rec MV  配信  Power Contents Server

金沢工業大学 虎ノ門大学院 様

7

講義収録が可能な運用負担の少ない
IT教卓システムを構築

収録  Power Rec SS

香川大学 様

5
誰でも簡単に教材制作できる環境を構築

収録  Power Rec SS / Cbox Pシリーズ
大手前大学 様

13

資料や板書とあわせて講義を収録。
学内ネットワークへ配信

収録  Cbox Sシリーズ  配信  Power Contents Server / 自動収録配信システム
埼玉医科大学 様

27

システム運用の負荷を軽減し、
学内ポータルサイト利用率を向上

収録  Cbox Sシリーズ  配信  Power Contents Server / Moodle

明治薬科大学 様

17

ネットワーク収録システムが、
医療教育において効率的で質の高いシミュレーション教育を実現

収録  Spider Rec

東邦大学 様

37

既設配信サーバにマッチした収録システム「Cbox」の導入で
eラーニングコンテンツの作成から配信までをスムーズに運用

収録  Cbox

熊本大学病院 様
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スタジオ

USER PROFILE

　大手前大学は、2008年度から全学的に
eラーニングの取り組みを始め、2010年
度にはeラーニングを用いた通信教育課
程を設置しました。現在、通学制で約20科
目、通信制で約140科目をeラーニングで
提供しています（2013年度実績）。コンテ
ンツ制作にあたっては学内ベンチャーと協
働で、授業を録画しただけの動画教材では
なく、インストラクショナルデザインに基づ
いた設計を経て、動画、スライド、アニメー
ションや、ディスカッション、クイズ、レポー
ト等、徹底的に作りこんだ教材を整備して
きました。
　『これらの教材は大変効果的で、学生か
らの評価も良好です。そこで、さらなる教育
のICT活用を推進するための新たな教材制
作の手法に取り組むべく、これまで培ってき
た「教材の作りこみ」のノウハウを活かしつ
つ、「手軽かつ迅速にコンテンツ化できるシ
ステム」の検討を始めました』と、大手前大
学 現代社会学部准教授 情報メディアセン
ター長 畑耕治郎氏、情報メディアセンター
主任 西尾信大氏は、語ります。

　『大手前大学は情報社会を見据え、
2007年に情報とマルチメディアの拠点施
設として「メディアライブラリーCELL」を
設置しました。本格的にeラーニングに取り
組む2008年に向けて、学内ベンチャーの
設立とCELL内の制作スタジオ「コンテンツ
センター」という、ソフト面とハード面の両
方の整備をすすめました。これにより、一般
的なコンテンツ制作会社と肩を並べるほど
の設備とスタッフに恵まれました。』

　これまでの大手前大学のコンテンツ制作
手法は、担当教員と制作者で綿密な打ち合
わせを行い、学習者や教育内容、シラバス
などを十分に検討したうえで、時間と手間
を惜しまずに完成度の高い教材を作り上げ
る、というものでした。
　しかし教育内容によっては、常に最新の
情報を盛り込むべき科目や、学生の反応に
よって即座に教材を変更するということが
適する科目もあります。これまでの制作手
法では、専門スタッフによる制作や編集に
依存する部分も多く、教員自身が変更や追
加を望んでも、即時には対応できない場合
がほとんどでした。

学校法人 大手前学園   大手前大学
Power Rec SS・Cboxの導入で、
誰でも簡単に教材制作できる環境を構築

　『これまでの制作ノウハウを活かしつつ、
誰もが簡単に使いこなせるシステムを導入
すれば、教材制作の迅速化が進むだけでな
く、反転授業やアクティブラーニングにも活
かすことができ、今後のさらなるICT活用教
育につながるのではないか、と考えました。
また、2012年度からは全学的取り組みとし
て「教育基盤システム整備プロジェクト」を
遂行しており、全学的にICT活用教育を推
進する環境が整いつつあります。だからこ
そこのタイミングで、新しい教材制作手法を
導入しよう、という結論に至りました。』
　『そこで、専門スタッフのサポートを受

けつつ、自由にスタジオと機材を利用して
教材作りができる環境を具現化するシス
テムとして、「PowerRecSS」を選定し
ました。スタジオの一室に、カメラ、パソコ
ンと「PowerRecSS」を常設し、教員は
PowerPointデータだけを持っていけば、
いつでも動画教材を作ることができる環境
を整備しました。スタジオには専門スタッフ
もいますので、いつでもアドバイスを受ける
こともできます。また、これまでスタジオ収
録に限定されていた本格的なデジタル教材
についても、可搬性に優れた講義収録シス
テム「Cbox」を導入したことで、大教室で
の収録ができるようになりました。これまで
のスタジオ収録では「目の前に学生がいな
いと話しづらい」というご意見もありました
が、今後は実際に学生が参加している講義

を簡単にコンテンツ化することが可能にな
り、臨場感あふれる教材を高品質に制作で
きるようになります。』
　『今後は、導入した機器をフルに活用し
て、状況に応じた様々なタイプのコンテン
ツの制作をすすめ、より質の高い教育を推
進していきたいと考えています。』

学　　長：柏木 隆雄
所 在 地： さくら夙川キャンパス（兵庫県西宮市御茶家所町6-42）
　　　　　いたみ稲野キャンパス（兵庫県伊丹市稲野町2-2-2）
学　　部： 現代社会学部／総合文化学部／メディア・芸術学部／
　　　　　現代社会学部通信教育課程
教育設備： メディアライブラリーCELL／アートセンター／交流文化研究所／
　　　　　史学研究所

大手前大学は、2000（平成12）年にそれまでの大手前女子大学から、男女共学制
の大学として新たな一歩を踏み出しました。2006（平成18）年の学園創立60周年
を機に、「情操豊かな女子教育」という建学の精神を踏まえつつ、当初から標榜して
きた“STUDY FOR LIFE”というモットーを、高等教育機関として発展・進化してい
こうとする本学の新たな「建学の精神」と定めました。

理念   STUDY FOR LIFE　生涯にわたる、人生のための学び

■ワークフロー

大手前大学独自の学習支援システム

収録ブース

大教室

スタジオ・大教室などで、
誰でも簡単に臨場感あふれる
高品質な教材制作を実現

誰もが簡単に使えるシステムで
常に最新のコンテンツを
提供したい

教材制作のノウハウを活かした
手軽で迅速な
コンテンツ化システムの検討

Power Rec SS

メディアライブラリーCELL

収録 Power Rec SS

収録 Cbox Pシリーズ

大手前大学 情報メディアセンター
主任 西尾 信大 氏

大手前大学 現代社会学部准教授
情報メディアセンター長 畑 耕治郎 氏

大  学

導入システム

●  手軽かつ迅速にコンテンツ
化したい。

● 専門スタッフに依存せず、教
員自身が自由に教材の制作
／変更／追加を行えるよう
にしたい。

導入前の課題

●  専門スタッフのアドバイスを
受けながら、誰もが簡単に動
画教材を制作できるように
なった。

● 大教室にシステム一式を持
ち込んで、臨場感溢れる教材
を制作できるようになった。

導入後の効果

el-Campus

視聴・学習

Power Rec SS

Cbox

2014年4月取材
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■ワークフロー

USER PROFILE

　香川大学では、撮影機材をもちいて講義
映像を収録したり、収録した映像を編集しコ
ンテンツにするなど、情報通信機器を積極
的に教育の取り入れてきました。しかしなが
ら、すべて人手でおこなっていただけでな
く、導入した機材の操作が複雑で効果的な
運用が難しい状況になっていました。
　『香川大学では、ICTを活用した教育の
高度化、豊富化に関する取り組みを推進し
ていましたが、システム運用の負担が大き
く、教職員の頑張りだけでは運用しきれな
い状況になっていました。そこで新しいシス
テム導入にあたり、新しい情報通信機器や
情報システムが効果的かつ効率的に運用
できるよう配慮されたシステムを導入する
必要がありました』と、工学部電子・情報工
学科（併）総合情報センター 八重樫氏は語
ります。

　これら問題を解決するために、八重樫
氏らは香川大学型IT教卓システムを開発
しました。香川大学型IT教卓システムに
講義収録機能を持たせるために選ばれた
のは、フォトロン製小型講義収録システム
「Power Rec SS」でした。
　八重樫氏は、『高機能なコンテンツ生成
システムを使いこなす人員も能力もない状
況なので、その状況でも簡単な操作で必要
最低限のコンテンツが生成できるPower 
Rec SSは、試行錯誤しながら設計・開発を
していた香川大学型IT教卓システムに最
適でした。』と語ります。

　『講義実施にともなう運用スタッフの負
担を軽減し、効果的に情報通信機器を用い
た講義実施、遠隔講義、講義収録ができる
香川大学型IT教卓システムがついに完成
しました。
　IT教卓内に必要な情報通信機器を集約
してコンパクト化を実現し、教室に設置さ
れている情報通信機器のインターフェー
スや操作方法の違いを教職員に意識させ
ず、簡単に操作可能なシステムが実現でき
ました。』
　『Power Rec SSは、教員が一人で簡
単なコンテンツを生成できるため、講義の
様子を振り返るコンテンツ、卒論発表会・
修論発表会やFD講演会、他大学との遠隔
講義など、通常の講義だけではなく多様な
コンテンツが作成されるようになりました。
収録・編集作業に人員を割けないが、コン
テンツを作成したいというニーズは多くあ
ると思います。高付加価値コンテンツだけ
でなく、対象をしぼったコンテンツ作成も引
き続きフォトロンには支援して欲しいと思
います。』

国立大学法人   香川大学
PowerRecSSの導入により、講義収録が可能な
運用負担の少ないIT教卓システムを構築

学　　長：長尾 省吾
所 在 地： 幸町キャンパス（香川県高松市幸町1-1）、（香川県高松市幸町2-1）
 三木町医学部キャンパス（香川県木田郡三木町池戸1750-1）
 林町キャンパス（香川県高松市林町2217-20）
 三木町農学部キャンパス（香川県木田郡三木町池戸2393）
学　　部： 教育学部・教育学研究科／法学部・法学研究科／
 経済学部・経済学研究科／医学部・医学系研究科／
 工学部・工学研究科／農学部・農学研究科／
 地域マネジメント研究科／香川大学・愛媛大学連合法務研究科

■教育の目標
豊かな人間性と高い倫理性
の上に、幅広い基礎力と高度
な専門知識に支えられた課題
探求能力を備え、国際的に活
動できる人材を育成する。

■研究の目標
多様な価値観の融合から発想
される創造的・革新的基礎研究
の上に、特色ある研究を開花さ
せ、社会の諸課題の解決に向
けた応用的研究を展開する。

■地域貢献の目標
「知」の源泉として、地域の
ニーズに応えるとともに、蓄
積された研究成果をもとに、
文化、産業、医療、生涯学習
などの振興に寄与する。

理念 世界水準の教育研究活動により、創造的で人間性豊かな専門職業人・研究者
 を養成し、地域社会をリードするとともに共生社会の実現に貢献する。

必要な情報通信機器を1つに集約した
コンパクトなIT教卓システム

収録 Power Rec SS

大  学

導入システム

●  ビデオカメラを設置して講
義収録、編集を手作業で実
施しており負担が大きく、既
設システムは誰でも使える
システムではなかった。

導入前の課題

●  PowerRecSSの導入によ
り、運用の負担の少ない講
義収録を実現できた。

● 誰でも使える香川大学型IT
教卓システムを構築できた。

導入後の効果

教員・職員問わず誰でも簡単に
通常講義、遠隔講義、講義収録を
行える香川大学型
IT教卓システムを構築

香川大学型
IT教卓システムの開発

誰でも使えるシステムで
運用の負担を少なく講義収録を
行うことはできないだろうか？

IT教卓内には、講義収録システムをはじめ、さまざ
まな情報通信機器がコンパクトに収納されている

タブレット端末

IT 教卓

工学部教室A

林町キャンパス

教員 /事務用PC

タブレット端末

IT 教卓

工学部教室B

三木農学部
キャンパス

教員 /事務用PC
タブレット端末

IT 教卓

AV制御サーバ

教員 /事務用PC

幸町キャンパス

シームレススイッチャ

AV制御システム

マイク

カメラ

持ち込みPC/AV機器 書画カメラ

テレビ会議システム

ブルーレイレコーダ

PC

パワードミキサ

Power Rec SS

香川大学
工学部電子・情報工学科
（併）総合情報センター 
准教授 八重樫 理人 氏

小型講義収録システム
Power Rec SS

AV制御システム 香川大学型IT教卓システム

AVシステムの電源は
タブレット端末でワンタッチ起動

講師は実施したい講義スタイルを
選ぶだけで遠隔講義や講義収録が可能

ICカードでワンタッチで解錠

タブレット端末で誰でも簡単に
AV機器操作が可能

教室に設置された情報機器
● 講義収録システム：PowerRecSS
● 遠隔会議システム
●  教材表示装置：電動昇降スクリーン／
DLPビデオプロジェクタ／フルハイビ
ジョンPDP／ホワイトボード（黒板）

● 天吊カメラ：講義収録、遠隔講義用
●  映像装置：シームレススイッチャ／デジ
タルRGB分配器／AV制御システム

●  拡音装置：スピーカ／デジタルパワード
ミキサ／赤外線ハンド型マイク／赤外線
タイピン型マイク／赤外線2chレシーバ

●  教材提示装置：HDDブルーレイデッキ
／書画カメラ／常設PC

2014年3月取材
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■システム図

　金沢工業大学の虎ノ門大学院（知的創造
システム専攻・ビジネスアーキテクト専攻・
高信頼性ものづくり専攻／社会人向け大学
院）では、時間の限られた学生に対して充
実した学習環境を提供するため、講義の収
録配信システムを導入し運用を行ってきま
したが、運用環境の変化に伴い、2009年3
月、新たなシステムとしてPowerシリーズ
の導入に加えて、WEB収録コントロールシ
ステムの構築を行うなど運用ワークフロー
の自動化を実現しました。
　また、その導入効果が高く評価され、5
年後の2014年3月には、システム全体の
バージョンアップを行いました。

　金沢工業大学虎ノ門大学院では、2004
年度より講義の収録配信システムを導入し
運用を行ってきました。同大学院の特色は、
● 院生の9割が多様な学習歴を持つ社会人
院生である。

● 専攻領域を知財、IT、ビジネスに置き先
進的、実践的教育に注力し多くの科目群
（70科目）で編成した教育プログラムを
提供している。

● 全科目の8割が学外の専門知識を持つ講
師が行う。
というところにあります。
　さらに、近年における大学院の単位実
質化の流れに伴い、講義内容の充実とそ
のチェック体制が求められており、従来の
VODによる教育システムの範疇が単なる
学生への講義支援だけには留まらなくなっ
てきました。そのような中、4年間使用した
システムの課題を解決するために次にあげ
るような対策が必要となってきました。
● 同時開講する7教室の講義収録にかか
る負担を大幅に削減する。 ・教員画像と
パソコン画面だけではなく、電子ホワイト
ボードや様々な電子教材、学生の発言も
収録する。

● 最新パソコン環境での視聴に対応する。
● 講義収録されたコンテンツを学外からも

視聴できるようにする。
　そこでこれらの要件を解決するため、新
たなシステム導入を検討するに至りました。

　そこで導入したのが、講義収録装置
「Power Rec RM/MV」と映像コンテン
ツ管理配信システム「Power Contents 
Server」です。
　Power Rec RM/MVが収録システム
として最適と判断された理由は次の通り
です。
■適応性
　教員画像とパソコン画面だけを収録対象
とせず、授業で複合的に使用される電子ホ
ワイトボードやパワーポイント以外の電子
教材も事前準備無しに収録が行える。
■信頼性
　収録機能をハードウェアで提供している
為に講師用パソコン内で動作する収録ソフ
トウェアに比べて安定しており収録の失敗
が無い。
■即時性
　講義終了と同時に収録が完了し、次に行
われる授業の準備に影響が無い。
■汎用性
　作成されるコンテンツはWindows 
Media Video形式で、標準のビデオプレイ
ヤーを使用して再生できるのに加え、最新
のパソコン環境でも視聴が可能。

　また管理配信システムとしてはパワーポ
イントのタイトルが目次として組み込まれた
収録コンテンツ（Power Contents）の管
理配信が適切に行え、学生が学内学外から
講義を履修登録に合わせて検索視聴でき
るPower Contents Serverが採用され
ました。
　さらに今回のシステムで大きな役割を果
たしたのがWeb収録コントロールシステム
です。従来は事務スタッフ2名と時には他の
スタッフのサポートで講義の収録、コンテン
ツ登録など行い、多くの手間がかかってい
ました。
　しかし今回のシステムでは年度の半期に
一度だけシステム情報を登録すれば、日々
の講義収録では事務室から事務スタッフ1

名が各教室の録画開始・停止を操作するの
みで収録コンテンツが夜間に自動でアップ
ロードされ、翌日には公開・視聴が可能にな
りました。担当者が不在の場合にも操作を
任せることが容易になり、作業の引き継ぎ
も円滑に行われています。

　この新システムの運用により以下の内容
が効果としてあげられました。
● システム管理者と事務スタッフの事前準
備・コンテンツ登録作業・配信システム管
理等の運用コストが80%削減された。

● 教員が講義収録に制限されることなく授
業が行え、収録操作も簡便になった。

● 講義収録が確実に行えるのに加えて翌日
には自動的にサーバーから視聴可能とな
り、視聴者となる学生に対するサービス
品質が向上した。

新たな支援システムの必要性

新システム概念と構成

導入効果

管理運用者環境

Power Contents（画面構成例）

K.I.T.虎ノ門大学院は、金沢工業大学が2004年4月に「知
的創造システム専攻」として、東京・虎ノ門に開設した「ビジ
ネス」・「知財」のプロフェショナルを育成する1年制の社会
人大学院です。

収録 Power Rec MV

配信 Power Contents Server

USER PROFILE

金沢工業大学 虎ノ門大学院
講義収録配信システムを自動化
学生・教員・事務スタッフに最適な環境で運用

所 在 地： 虎ノ門キャンパス（東京都港区愛宕1-3-4）
専　　攻： 知的創造システム専攻／ビジネスアーキテクト専攻

大  学

導入システム

●講義収録の事前準備や収録・登
録作業にかかる事務スタッフの
負担が大きく、改善が必要。

● 収録失敗などの問題が起き
ている。

● 教員画像とパソコン画像だ
けの収録ではなく、電子黒
板や学生の発言も収録対象
に加えたい。

●最新パソコン環境での視聴対
応に加え、学外から学生が視聴
できる環境を要求されていた。

導入前の課題

●  システム管理者と事務ス
タッフのの事前準備・コンテ
ンツ登録作業・配信システム
管理等の運用コストが80%
削減された。

● 教員が講義収録に制限され
ることなく授業が行え、収録
手続きも簡便になった。

● 講義集録が確実に行えるの
に加えて翌日には自動的に
サーバから視聴可能となり、
視聴者となる学生に対する
サービス品質が向上した。

導入後の効果

金沢工業大学
情報処理サービスセンター 

システム部 技術課長 
髙島 伸治 氏

金沢工業大学 
虎ノ門事務室 室長 
高田 理尋 氏

2015年4月取材
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USER PROFILE

　湘南工科大学は、1961年に創設された
学校法人 相模工業学園を母体とし、1963
年に相模工業大学として開学、1990年
に現校名に改称した、工学部6学科（機械
工学科・電気電子工学科・情報工学科・コン
ピュータ応用学科・総合デザイン学科・人間
環境学科）、大学院2専攻を有する工科系
単科大学です。「社会に貢献する技術者の
育成」をミッションとして、創造力と実践力
を身につけるユニークな教育内容と、充実
したIT環境、きめ細かい支援体制が多くの
学生に支持されています。また、近年高まり
を見せているアクティブラーニング（＊）にも
力を入れています。

　「感性を活かしたデザインと設計技術を
学び、頭に描いた発想を製品にする力を養
う」をコンセプトに、企画デザインや3次元
CAD設計、機能デザインを学ぶ総合デザイ
ン学科では、さまざまな教育プログラムが
実施されています。2次元CADをはじめ、3
次元CADやCGソフトウェアをつかった授業
も多く、講義／収録システム「Power Rec 
MV」が、それらの授業の収録に活用されて
います。収録コンテンツは、アクティブラー
ニングの重要な情報源となっています。

　講義／収録システム「Power Rec MV」
の導入／運用に深く関わる湘南工科大学 
工学部 総合デザイン学科 専任講師 木村 
広幸 氏は、導入の経緯をこう語ります。
　『湘南工科大学には、工業高校・商業高
校・普通科高校など、多種多様な高校から学
生が入学してきます。このようなバックグラ
ンドの違いから、入学時の個々のスキル・知
識に差があり、画一的な授業だけでは補え
ないことも多く、授業を進める中でも問題と

なっていました。また、授業を欠席した学生
の場合、テキストベースの自主学習教材で
は、CADやCGの操作が習得できない場合
があり、技術の修得を目指す多くの学生の
ために、よりわかりやすい授業、または自主
学習をおこなえる環境を整備できないかと
考えていました。文字・図・写真などが主体の
授業では、自主学習用の資料が紙でも殆ど
問題はないと思いますが、2次元CADや3
次元CAD、CGなどのソフトウェアが主体の
授業では、目で見て伝わりやすい映像で資
料を作りたい、と考えるようになりました。』

　課題解決のための機材をリサーチし始め
た木村 氏は、講義/収録システム「Power 
Rec MV」の存在を知り、デモンストレー
ションを見て導入を決定しました。
　『CADなどのソフトウェアの場合、作図し
た細かい線や文字、操作のためのコマンド
アイコンなどがきちんと見えないと、自主学

学校法人   湘南工科大学
CAD・CG授業の映像収録で、
学生の自主学習を促進

習教材には使えません。その点、HD画質で
収録できる「Power Rec MV」は、細かい
ところまでよく見えるので、目的にピッタリ
でした。また、収録操作に関しても、ボタン
を押すだけで簡単に録画開始/終了できる
点が非常に気に入りました。』と、木村 氏は
語ります。

　湘南工科大学内の「PC・CAD室」にあ
る66台のPC（うち教員用2台）には、総合
デザイン学科専用の2次元CAD、3次元
CAD、CG、デザイン系ソフトウェア、プログ
ラミングソフトウェアなどのソフトウェアが
インストールされており、年間100コマ近
い授業が行われています。これらの授業を、
「PC・CAD室」内に設置された「Power 
Rec MV」で収録し、共有サーバ内の総合

デザイン学科専用フォルダにアップロードし
ています。
　導入の効果と今後の展望について、木村 
氏はこう語ります。
　『ボタンを押すだけの簡単な操作なので、
私だけでなく他の先生方も、CADやCGを

使う殆どの授業で収録をおこなっていま
す。収録した映像教材は、学生がいつでも
好きな時にアクセスして自主学習に活用し
ています。1年生の学生が「来年の予習の
ために2年生の授業映像を見たい。」と言っ
てきたこともあり、効果を実感しています。
　今後は、学内ポータルサイトへのアップ
ロードや、収録映像の編集などもやってい
きたいと考えています。総合デザイン学科
では、“自分で発想したものをかたちにす
る”ということを大切にしており、CADや
CGもそのツールとして学んでいます。授業
内や学期末などには、自分達でデザインし
て作品を制作し、プレゼンテーションをおこ
なうので、今後は、こういったプレゼンテー
ションも収録するなど、活用範囲を広げて
いきたいと思っています。』

学　　長：松本 信雄
所 在 地：神奈川県藤沢市辻堂西海岸1-1-25
学　　科： 機械工学科／電気電子工学科／情報工学科／
 コンピュータ応用学科／総合デザイン学科／人間環境学科
教育設備： 実習工場（精密測定室・鋳造加工実習室・仕上加工実習室・数値制御工作室・
  精密加工実習室・溶接/板金加工実習室・木材加工実習室・機械加工実習室）／

  教育研究総合センター（ICT演習室・PC／マルチメディア演習室・マルチ
 メディアスタジオ・ICTルーム Marine/Sky・PC教室）

●  湘南工科大学は、教育基本法に基づき、工学に関する学術の教授及び研究を行うとと
もに、実践的、創造的な能力を備えた人間性豊かな技術者を育成することを目的とし、
併せて我が国、産業界及び地域社会の発展に寄与することを使命とする。

●  学問研究の推進と、社会の規範となる人格形成を行うとともに、さらに、青年らしい夢と
理想を科学の場の中に実現することを目標とする。

理念   

大  学

導入システム

●  テキストベースの自主学習
資料では、CAD・CG操作が
伝わりづらい。

● 個々のスキルレベルに応じ
た授業展開のためには、画
一的な授業だけでは補えな
いことも多く、問題となって
いた。

導入前の課題

●  CAD・CGの操作画面を収録
することで、分かりやすい自
主学習資料が作れた。

● 映像による自主学習資料を
いつでも好きな時に見られる
ようになり、自主学習しやす
い環境を構築できた。

導入後の効果

2015年11月取材

収録 Power Rec MV

テキストベースの自主学習教材
では、CAD操作が伝わらない

CAD図面やコマンドアイコン
などをHD画質で収録

CADやCGの授業をおこなうPC・CAD室

＊アクティブラーニングとは
教員が一方的に知識を伝達するのではなく、学生が
能動的に授業に参加し、実践を繰り返すことで理解
を深めながら主体的に成長していく、体験を通して
学ぶ学習スタイルです。

湘南工科大学 工学部 総合デザイン学科
専任講師 木村 広幸 氏 PC・CAD室の教員卓に設置されたPower Rec MV

■ワークフロー

教員 学生

PC・CAD室 共有サーバ 視聴・学習

Power Rec MV

共有サーバ
にアクセスし
て、自主学習
などに利用

授業終了後、収録
映像を共有サーバ
にアップロード

授業映像
アップロード
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　こうして、2010年度に竣工したオルコス
ホールでは、当初から講義収録が利用でき
る環境となった。各教室にはCbox Sシリー
ズが設置され、教卓のマイクや操作スイッ
チ、天井のカメラやプロジェクターなどと連
携し、簡単な操作で講義収録の管理ができ
るようになっています。そして、事前に予約し
ておけば、収録開始の操作さえも不要です。
収録のためにスタッフを手配することもな
く、教員たちの手で扱える工夫といえます。
　収録したデータは学内ネットワークを通じ
てPower Contents Serverに送られ、予約
収録であればシラバスシステムの情報を元

に自動でフォルダ分類が行われるため、管理
の負担も軽く、年間2,000コマの講義を3年
分保存できるストレージ容量も確保しました。
　「次の日には、収録した講義を見ることが
できます。少ない人員で運用するには、人
手をかけず運用できることが大きなメリット
ですね」と椎橋教授はおっしゃいます。
　なお、教卓の操作盤には、教員が独自の
判断で収録を開始・一時停止・停止できるス
イッチがあります。これは医学部ならではの
配慮です。講義では実際の症例などを画像
や動画で紹介することも多く、患者さんの
個人情報への配慮が必須です。そこで、こ
うした機能を最初から盛り込みました。さら
に、教員一人ひとりに収録の同意書を提出
してもらい、同意を得た講義だけ収録する
ようにしています。

　収録されたコンテンツは学内ネットワーク
を通じて配信され、IDを持つユーザーだけ
がアクセスできます。IDは、2011年1月に
は教員へ配布されました。
　「現状では、収録数があまり多くないのが
悩みです」と椎橋教授はおっしゃいます。
　「2010年度の後期から収録を開始しま
したが、実績は200コマに留まっています。
同意書をもらえた先生は1割程度。まだ定
常運用には至っていません」
　しかし、6月頃には学生にもID配布が行
われる予定となっており、その後の動きに
椎橋教授は期待をかけています。すでに学
生たちからは、早く収録を見られるようにし
てほしいといった要望が寄せられており、そ
の意欲が教員たちを動かし、当初の目的通
り、教育レベルの底上げに繋がってくるの
ではないかと考えています。
　「大学の主役は学生。彼らの学習意欲や
熱意が推進力となって、講義収録の動きが
拡大していくことを期待しています」（椎橋
教授）

■講義収録・配信システム概要

情報技術支援推進センター付属図書館サーバルームオルコスホール

本部棟

学内視聴端末

Cbox Sシリーズ

Cbox Sシリーズ

USER PROFILE

　埼玉医科大学医学部では、学習意欲の高
い学生の学習環境向上および教員の講義
の質向上を目的に、簡単操作で講義を収録
し、学内ネットワークを通じて配信できる環
境を整備しました。このシステムは株式会社
フォトロンのソリューションを中心として構築
され、収録機能は主要な教室に設置された
「Cbox Sシリーズ」、配信機能は「Power 
Contents Server」が担っているほか、独
自に開発した電子シラバスシステムとの連
携により、収録した講義の効率的な管理が
可能となっているのが特徴です。

　埼玉県西部の穏やかな丘陵地帯で明治
25（1892）年から地域一帯に医療サービ
スを提供してきた毛呂病院を前身として、
1972年に開学した埼玉医科大学。県内唯
一の私立医大として、「すぐれた臨床医」の
育成に力を入れています。
　全国的に慢性的な医師不足といわれる
状況の中、より多くの優秀な医師を輩出す
ることが各地の医科大学に求められてお
り、埼玉医科大学もそうした社会的ニー
ズに応えるべく、入学定員の増加と同時
に、教育品質のさらなる向上を目指して
ファカルティ・ディベロプメント（Faculty 
Development、略称FD）活動に取り組ん
でいます。
　2007年以降、学生による講義の評価が
コマごとに行われており、講義後一両日中
には担当教員に評価の結果が通知されるよ
うになっているそうです。
　「FD活動の効果は明らかに出ています。
その効果をさらに高めるため、学生の評価
の高い先生の講義を収録し、他の先生に参
考にしてもらいたいと考えていました」と、
医学部教授で情報技術支援推進センター
長を務める椎橋実智男氏はおっしゃってい
ます。

　「すぐれた実地臨床医家の育成」は、埼
玉医科大学の建学の理念の第一に謳われ
ています。そして第二は「自ら考え、求め、
努め、以て自らの生長を主体的に開展し得
る人間の育成」です。FD活動の強化も大切
ですが、講義収録の最も重要な目的は学習
意欲の高い学生の自発的な学習の環境整
備であると椎橋教授は考えています。
　「欠席した学生の穴埋めにこのシステム
を使ってもらいたいとは思っていません。
意欲ある学生の反復学習に役立てたいと
いう考えです。本学では、学生は原則とし
て全ての講義に出ることになっていますか
ら」（椎橋教授）学生にも教員にも役に立つ
講義収録を目指す構想は、定員増に向けた
新教育棟「オルコスホール」の建設をきっ
かけとして実現に向けて動き出すことにな
りました。
　「理事長からは『単なる器でなく、群を抜
いて優れたIT環境を整えてほしい』と言わ
れ、また視聴覚設備充実を支援する文部
科学省の施策も追い風となって、建設計
画段階から講義収録・配信システムを組み
込むことができるようになりました」（椎橋
教授）
　そこで椎橋教授は3社ほどの候補を検討
した結果、フォトロンの「Cbox Sシリーズ」
と「Power Contents Server」を採用す
ることにしました。最も重視したポイントは
「きめ細かな要望を聞いてくれると期待で
きること」だったそうです。
　「海外にも優れた思想の製品はあります
が、過去の経験から、融通が利かないことも
多いと感じていました。講義収録システム
の構築は、本学では初めての取り組みなの
で、我々と一緒になって考え、作り上げてく
れる日本のメーカーに期待したのです」導
入から一年が経過し「細かな要望に対応し
てくれるスピードに満足しています」（椎橋
教授）

埼玉医科大学
教室にCboxを設置して講義を収録、Power Contents Server
で管理し学生と教員向けに動画コンテンツを配信

理 事 長： 丸木 清之
本　　部：埼玉県入間郡毛呂山町
開　　学： 1972年
業務内容： 1892年設立の毛呂病院を前身に、埼玉県内唯一の私立医大として開学。
  現在では毛呂山、日高、川越、川角の4キャンパスで、医学部・大学院医学

研究科、保健医療学部・大学院看護学研究科、短期大学、看護専門学校な
ど医療関連分野の教育・研究に取り組んでいる。

優れた医師を育成するため
授業改善などの施策に取り組む

埼玉医科大学
医学部 教授

情報技術支援推進センター 
センター長

医学博士 椎橋 実智男 氏

大  学

導入システム

●  学習意欲の高い学生のため
に、収録した講義内容で繰り
返し学習できるシステムを
作りたかった。

● 授業評価から講義の質の向
上につなげるため、教員の参
考となる講義が閲覧できる
システムが求められていた。

● コマ単位で異なる教員が担
当するカリキュラムのため、
収録データの効率的な管理
が必要だった。

● 症例など患者さんの個人情
報に配慮し、教員が任意に収
録を停止・再開できる仕組み
が必要だった。

導入前の課題

●  学生による講義評価と組み
合わせて、教育の質の向上が
期待できるようになった。

● 電子シラバスシステムとの
連携で収録した講義の自動
管理が可能になった。

● 教卓に操作機能を組み込ん
で、手軽に収録操作を行える
ようになった。

導入後の効果

「一緒になって作り上げてくれる」
という期待で
国産のフォトロンを選定

教員の手許で
録画機能を操作効率的な管理で
手間もかからず

意欲ある学生の後押しが
好循環を作り出すと期待

人体の構造と機能2「情報伝達」の講義の収録コンテン
ツ。学生一人ひとりに貸与されているレスポンス・アナラ
イザーを用いて、双方向性の講義を行っている様子。

教卓に組み込まれた講義収録関連のスイッチ。
収録の開始／停止、カメラ切り替え、収録パターン
切り替えなどの操作を教員の手許で行える。

2015年4月取材

収録 Cbox Sシリーズ

配信 Power Contents Server
自動収録配信オプション
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■ワークフロー

USER PROFILE

　筑波大学は、“いつでも、どこからでも、
簡単に、誰でも使用できる”をコンセプト
に、1974年に全学的な情報基盤の整備運
用、研究開発を担う計算センター（学術情
報メディアセンターの前身）を設立し、筑波
大学の教育・研究を支えてきました。2006
年にシラバスの掲載、講義資料の提示など
をおこなえるeラーニングプラットフォーム
WebCTを導入後、2010年より、学習管
理システム「筑波大学Moodle」の運用を
開始し、テキストベースの教材の提供や、
小テストの提示などをおこなってきました。
その後、2012年に、学内のeラーニング推
進と、ICTによる教育の質向上を目的とし
て「教育クラウド室」が設置され、より教育
効果の高い動画を中心とした教材の拡充
を目指して、合計38台の講義収録システム
「Cbox」を導入しました。

　eラーニングシステム構築に深く関わっ
た筑波大学 システム情報系 情報工学域 
阿部 洋丈 准教授、情報環境機構 学術情
報メディアセンター 教育クラウド室 井上 
俊孝 氏は、「Cbox」導入の経緯をこう語り
ます。

　『「筑波大学Moodle」では、テキスト
ベースの教材などの静的コンテンツを中心
に運用をおこなっていましたが、それが大き
く変わるきっかけとなったのが、2011年に
Webで講義収録システム「Cbox」を見つ
けたことでした。他のシステムもいくつか検

討しましたが、講師のカメラ映像と板書の
文字やプロジェクターに表示している授業
資料（PowerPointなど）を自由にレイアウ
トして収録できる点や、視聴の際に、板書
の映像だけを拡大縮小して見られる点など
が高い評価を受け、2012年3月に4教室で
「Cbox S2HD」4台を導入し、運用を開始
しました。』

　このようにスタートした筑波大学のeラー
ニングシステムは、2012年度に、筑波大学
と鹿屋体育大学の連携による体育・スポー
ツにおける共同専攻の設置が決定すると、
さらに大きな広がりをみせました。
　『鹿屋体育大学がある鹿児島県と、筑波
大学がある茨城県は、1,000kmもの距離
があります。この2つの大学で共同専攻を
設けようとすると、時限（授業の開始/終了
時間や、学期）の違いなどから、すべてをラ
イブ授業で対応することが難しいという問
題点がありました。このため、どんな授業で
も映像で受講できるよう、2015年までに、
全学規模で合計38台の「Cbox」を導入し
ました。
　また、同じタイミングで、これまで運用し
ていた「筑波大学 Moodle」を、新たな学
習管理システムへ移行しました。』

　「Cbox」は、体育専門学群を中心とした
各教室にそれぞれ設置されており、授業開
始と同時に自動で収録開始／終了がおこ

国立大学法人   筑波大学
Cbox 38台の導入で、
遠隔地の大学と授業映像の共有を実現

なわれます。収録後の映像は、教育クラウ
ド室のサーバに自動でアップロードされ、
翌日には学習管理システムに映像へのリ
ンクURLが表示されます（授業映像を教員
がチェックしてから配信する設定も可能）。
学生や教員が学習管理システムにアクセス
し、視聴したい授業映像のURLをクリック
すると、サーバ内にある映像が再生されま
す。筑波大学の学習管理システムには、こ
れらの授業映像のほか、課題や授業資料な
ども公開されており、権限を持つ受講生や
教員は、いつでも映像を視聴できるように
なっています。
　導入の効果と今後の展望について、阿部 
准教授、井上 氏はこう語ります。
　『人手がかからない、教員の負担が少な

い“ゼロエフォートなシステム”を重視して
システムを構築しました。教員は、収録した
い授業を各学部の教務担当スタッフへ申請
し、スタッフがシステムに登録すると、後は
もう自動で配信まで進められるので、非常
に助かっています。
　今までビデオカメラで授業を撮影してい
た教員からは、ビデオカメラの録画ボタンを
押す人手が必要ないことや、映像をHD画
質で拡大／縮小できる、と、良い評価を受
けています。収録した授業映像は、学生の
試験対策としても活用されており、試験前
になると頻繁に利用されているようです。ま
た、まだ数は少ないですが、FD（Faculty 
Development）に利用しているケースも
あります。』

　『授業というのはその時1回限りのもので
すから、安定したシステムであることが大
切だと思います。フォトロンのサポートは、
万が一トラブルがあった場合にも、非常にき
め細やかに対応してくれるので満足してい
ます。また、今後、大学教育のグローバル化
がさらに加速していくなかで、時差のある海
外大学との連携は、ライブ授業だけでは賄
えない部分が多く、授業を収録して遠隔地
と共有するというニーズは、さらに高まって
くるのではないかと思います。
　筑波大学としても、積極的に情報を収集
し、グローバル化、eラーニング、アクティ
ブラーニングに取り組んでいきたいと思い
ます。』

学　　長：永田 恭介
所 在 地：筑波キャンパス

（茨城県つくば市天王台1-1-1）
 東京キャンパス

（東京都文京区大塚3-29-1）
学群・学類： 人文・文化学群／社会・国際学群／
 人間学群／生命環境学群／理工学群／
 情報学群／医学群／体育専門学群／
 芸術専門学群

筑波大学は、基礎及び応用諸科学について、国内外の教育・研究機関及び社会との自由、かつ、緊密なる交流連係
を深め、学際的な協力の実をあげながら、教育・研究を行い、もって創造的な知性と豊かな人間性を備えた人材を育
成するとともに、学術文化の進展に寄与することを目的とする。従来の大学は、ややもすれば狭い専門領域に閉じ
こもり、教育・研究の両面にわたって停滞し、固定化を招き、現実の社会からも遊離しがちであった。本学は、この点
を反省し、あらゆる意味において、国内的にも国際的にも開かれた大学であることをその基本的性格とする。その
ために本学は、変動する現代社会に不断に対応しつつ、国際性豊かにして、かつ、多様性と柔軟性とを持った新し
い教育・研究の機能及び運営の組織を開発する。更に、これらの諸活動を実施する責任ある管理体制を確立する。

理念   

大  学

導入システム

●  遠隔地の大学と授業を共有
するため、なるべく多くの授
業を板書などがきちんと見
える状態で収録したい。

● 人手のかからない、教員の
負担が少ない自動収録配信
システムを構築したい。

導入前の課題

●  板書などに対応した授業
映像を収録でき、遠隔地の
大学から閲覧できるように
なった。

● システムに録画予約するだ
けで、収録から配信まで自動
でおこなえるようになった。

導入後の効果

2015年9月取材

遠隔地の大学と
授業映像を共有したい

筑波大学 システム情報系 情報工学域
阿部 洋丈 准教授

情報環境機構 学術情報メディアセンター
教育クラウド室 井上 俊孝 氏

収録 Cbox Pシリーズ

収録 Cbox Sシリーズ

人手がかからない、
教員の負担が少ない
“ゼロエフォートなシステム”

講義室

ホール

講　堂

Cbox S2HD

Cbox S2HD

Cbox S2HD

教育クラウド室

教務担当スタッフ
収録したい授業を登録すると
自動で収録開始／終了がお
こなわれ、授業映像がサーバ
に自動アップロードされる。

教員 学生

視聴・学習

学習管理システム

〈コンテンツ〉
●課題　●授業資料　●授業映像
収録した授業映像ファイルのURLをクリック
すると、教育クラウド室サーバ内にある動画
が再生される。

授業映像
URL

授業映像自動
アップロード

自動収録

授業映像自動
アップロード

自動収録

授業映像自動
アップロード

自動収録
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USER PROFILE

学校法人   東邦大学
ネットワーク収録システムが、
医療教育において効率的で質の高い
 シミュレーション教育を実現

学　　長：高松 研
所 在 地： 東京都大田区大森西5-21-16
学　　部： 医学部／薬学部／理学部／看護学部／健康科学部

大  学

収録 Spider Rec

　東邦大学は、1925年に額田豊・晉兄弟
により創立された帝国女子医学専門学校
が前身で、現在、５つの学部（医学部・薬学
部・理学部・看護学部・健康科学部）からなる
自然・生命科学の総合大学です。
　医学部の教育目標は「より良い臨床医の
育成」であり、その考えのもとで早くからシ
ミュレーション教育の重要性を認識し、私
立の医科大学の中では早くから「シミュレー
ションラボ」を設置していました。医学にお
けるシミュレーション教育というのは、実際
の医療の現場を模擬的に再現しながら、何
をするべきかを考えて適切な医療行為を行
えるための教育方法です。現在、この教育
手法は発展し、卒業前から卒業後の教育ま
で段階を追ったシミュレーション教育が求め
られています。

　病院の外来で行われる実際の医療行
為は、患者を診察室に招き入れるところか
ら話を聞き診察、診断するという流れで
行われます。Post Clinical Clerkship 
Object ive Structured Cl in ical 
Examination（Post-CC OSCE：臨床実
習後客観的臨床能力評価試験）は、この流
れを模擬的に実践する試験で、医師役の学
生が模擬患者に対する「態度」「技能（診
察・処置）」について評価されます。
　このPost-CC OSCEにおける映像記録
の役割は、学生の医療行為への適切な評
価、疑義に対する適正な対処に用いられま
す。また、評価者の振り返りに用いることも
可能となります。そのため、模擬患者と学
生の広範囲をカバーする天井設置のカメラ
と、そのカメラの死角になるアングル（特に
重要な学生正面のバストショット）を撮影す
るハンディカメラの2台で撮影します。東邦
大学では、このPost-CC OSCEを2018
年9月に完成したシミュレーションルーム6
室で実施。各室のカメラ映像と集音マイク

の音声を１つのコンテンツとしてネットワー
クカメラ収録システム「Spider Rec」によ
り記録しています。
　『映像では学生の視線や細かい診察の
動きを確認でき、明瞭な音声で模擬患者と
の会話をはっきり聞き取ることが可能です。
録画映像を見直して確認もでき、適正な評
価につながります。使ってみて便利だと感
じているのが、収録された動画をサーバー
から取り出し、持ち出すための作業が簡単
なことです。映像で再評価するときに、自分
で検索して目的の学生の映像データを迅
速に拾い出すことができました。Post-CC 
OSCEを行った後は、こうした評価作業に
追われますので、短時間で簡単に目的の作
業が完了するというのはとても助かります』
　ネットワークカメラ収録システム
「Spider Rec」は、シミュレーションルー
ム毎に、収録のスケジュールを設定できま
す。サーバーが置かれたコントロールルー
ムにあるＰＣの管理画面から、あらかじめス
ケジュールを入力しておけば、後は自動で
収録スタート／ストップが行われます。試験
の忙しい最中に、コントロールルームに人員
を配置する必要もありません。
　『以前はハンディカメラだけで撮影してい
ましたが、撮影場所の確保や電源コードの
配線などで大変でした。さらに撮影後には
長い時間をかけ、カメラ内のデータを手作
業でサーバーへ移し替え、ファイルをきちん
と整理しておかなければなりませんでした
から。準備、収録、そして後の管理まで業務
量を削減することにも役立っています』

　Post-CC OSCEは、医学生が研修医と
しての診察能力を持っているかを評価する
試験であり、医学部の卒業生の質を担保す
るための重要な試験となります。令和2年
度からすべての医学部・医科大学において
卒業試験の一部として実施される予定で
す。東邦大学のシミュレーションルームは、
今後、こうした試験に使われていくのはもち
ろん、普段の授業におけるシミュレーション
教育にも積極的に活用されていくことにな
ります。
　『シミュレーションルームの可動壁を取り
除くと２部屋がつながり約50m2の広さにな
ります。１部屋ではシミュレーショントレーニ
ングを行うには手狭なんですが、50m2あれ
ば大人数にも対応できます。学習する環境
を考えると15人までなら同時にワーキング

を行えますね』
　このシミュレーションルームの隣には
200m2のセミナールームが併設されてお
り、40～50人の学生が授業を受けること
ができます。
　『セミナールームでは、リアルタイムでシ
ミュレーションルーム内の診察や手技をモ
ニターすることができます。カメラの解像
度も高く、高画質の映像が配信されますの
で、大画面でも鮮明に映し出せるので嬉し

いですね。もちろん音声も聞こえますから、
他の学生が行った診察を見て学ぶこともで
きますし、録画した映像から自分の診察を
振り返り、客観的に評価することも可能で、
とても効果的な授業を実現できます』
　Post-CC OSCEにおける映像記録が導
入の主たる目的だったネットワークカメラ収
録システム「Spider Rec」ですが、シミュ
レーション教育が本格化するにつれて、今
後は必要不可欠になります。
　『学生は自分で考えて行動し、他の学生
の行動は批判的に見ながら言葉にして伝
え、時には褒める――そんな授業を行うに
は、こうしたシミュレーションルームのよう
な環境が必要ですし、学生同士で互いに
ディスカッションを重ね経験値を高めながら
伸びていくアクティブラーニングが、今後の
大学には必須です。こうした収録システム
はこれから重要度が高まり、効率的で質の
高い教育環境構築のためには重要な役割
を果たすシステムだと思います』

導入システム

●  映像収録を簡単に、高画質
でおこないたい。

● 固定カメラとハンディカメラ
の動画、集音マイクの音声を
１つのコンテンツとして記録
しておきたい。

導入前の課題

●  OSCE試験の録画データの
検索と取り出しが簡単に短
時間でおこなえた。

● 収録画映像から自分の医療
行為について振り返り学習
が可能になった。

● シミュレーション教育の質を
高められ、学生の募集に役
立った。

導入後の効果

2019年7月取材

リアルタイム映像授業

OSCE再評価 ディブリーフィングセミナールーム

予約収録模擬診察室（6部屋）

学生

2画面の合成録画
収録システム管理画面/モニタリング画面 教員/管理者

教員

評価者 評価者 教員 学生

ハンディカメラ

天井カメラ 予約収録 モニタリング

管理室モニタリング
●収録予約
●カメラ操作
●コンテンツ管理
●各実習室への
一斉放送

天井カメラとハンディカメラの2画面合成収録

医学部 医学科 医学教育センター 教授
東邦大学医療センター大森病院 総合相談部 部長
糖尿病・代謝・内分泌センター
廣井直樹 教授

■ワークフロー

医学生の臨床技能を評価する
OSCEで映像の収録と管理を
手間なく実現

本格化する
シミュレーション教育が実現する
アクティブラーニング

「自然に対する畏敬の念を持ち、生命の尊厳を自覚し、人間の謙虚な心を原点
として、かけがえのない自然と人間を守るための、豊かな人間性と均衡のと
れた知識・技能を育成する」

理念   
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学内ポータル

USER PROFILE

　豊橋技術科学大学のeラ一二ング取り組
みの歴史は長く、講義を収録し、学内ポータ
ルへ配信するなど、積極的に教育に取り入
れてきました。しかし、当時導入された講義
収録システムでは、専用PCにソフトウェア
をインストールする必要があり、また、PC
上で再生したスライドしか収録できません
でした。その後、映像合成機器を導入し、ス
ライドと講師のカメラ映像を合成したコンテ
ンツには対応したものの、録画形式が単一
であることや、視聴環境（ブラウザなど）の
制限がありました。
　『当時は、視聴環境が制限されており、
iPadでコンテンツを視聴したいといった要
望に対応できていませんでした。これらの
問題を一気に解決し、且つ設置や操作が簡
単な講義収録システムを探していました。』
と、豊橋技術科学大学 研究支援課 技術支
援グループ 情報基盤支援チーム 技術専門
職員 片岡 嘉孝 氏は語ります。

　そのような状況のなか、2013年11月に
ソラシティ（東京都千代田区）で開催された
「e-Learning Awards2013」の会場で
「講義収録/動画コンテンツ作成システム
Cbox」に出会いました。
　『Cboxは、マルチフォーマット対応で、
iPadでの視聴はもちろん、視聴環境の制限
がないと聞き、興味を持ちました。また、PC
やカメラ映像など複数の入力ソースに対応
しているうえ、画面合成や収録レイアウ卜が
自由に設定できることや、操作パネルと一
体型のコンパク卜な筐体で持ち運びができ
る点も、魅力でした。』

　Cboxで収録した特別講演や講義は、
サーバヘアップロード後、学内ポータルサ
イ卜や、220 以上の講義/講演コンテンツ
を配信する「デジタルライブラリ」に公開さ
れ、学生や先生は、PC・iPadなど様々なデ
バイスで自由に視聴できます。
　『持ち運びできるCboxのおかげで、収録
場所の制約がなくなりました。専門知識が
なくても、ボタンを押すだけで収録をスター
卜/停止できるので、気軽にコンテンツを作
れるようになりました。先生向けの録画操作
マニュアルを作る時もシンプルな説明で済
みましたし、セッティングなどにかかる負担
は、約50%削減しました。視聴時にスライド
やカメラ映像のサイズを自由に変更するこ
ともできるので、より学習しやすいコンテン
ツ制作が可能になったと言えます。』

国立大学法人   豊橋技術科学大学
Cbox・Bee8の導入で、
講義収録時の負担を50%削減

　豊橋技術科学大学は、収録教室の増加
を見込み、2015年3月、学内施設「情報メ
ディア基盤センター」内に「マルチビュー収
録システムBee8」を導入しました。
　片岡氏は、「Bee8」導入の経緯と今後
の展望をこう語ります。『高専との連携を実
施している関係から、授業収録数が増える

可能性があったため、新たに、据え置き型
の収録システム「Bee8」を導入しました。
本体のボタンを押すだけですぐに録画をス
ター卜できる直感的な操作性と、優れたコ
ストパフォーマンスが気に入っています。可
搬性の高い「Cbox」と併用して使う予定
です。』
　『2010年度の学科再編に伴う1学科あ
たりの学生数増加の影響もあり、人気の講
座などでは、既存のライブ配信システムで
サテライト授業を実施しています。今後は、

システムを増設し、ライブ配信と収録を同
時に行うことも検討しています。また、コン
テンツの企画・開発や編集などに、人材やコ
ストをかけていく必要性を感じているので、
それらをサポー卜するシステムやソリュー
ションの提案を期待しています。』

学　　長：大西 隆
所 在 地： 愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1
学　　部： 機械工学／電気・電子情報工学／
 情報・知能工学／環境・生命工学／
 建築・都市システム学／総合教育院
教育設備： エレク卜口二クス先端融合研究所／
 グローバル工学教育推進機構／
 技術創成研究機構／情報基盤機構

豊橋技術科学大学は、技術を科学で裏付け、新たな技術を開発する学問、技術科学の教育・研究を使命とし
ます。この使命のもと、豊かな人間性と国際的視野および自然と共生する心を持つ実践的創造的かつ指導
的技術者を育成するとともに、次の時代を拓く先端的技術の研究を行います。
そのため、本学は大学院に重点を置き、透徹した物を見る眼、繊細で温かみのある感性、多元的な思考能
力、グローバルな視野を培う教育を推進し、技術科学の新しい地平を切り拓くことを目指して研究に取り組
みます。さらに、地域社会との連携、圏内及び国際社会に開かれた大学となることを目指します。

理念   技術を究め、技術を創る世界で活躍する人材が育つ大学

■ワークフロー

収録 Cbox Pシリーズ

収録 Bee8

大  学

導入システム

●  講師を撮影した力メラ映像
やPCなど、複数の入力ソー
スに対応したコンテンツを
手軽に制作したい。

● 視聴環境を選ばないコンテ
ンツを制作したい。

導入前の課題

●  複数の入力ソースを自由に
レイアウ卜した学習効果の高
いコンテンツが、簡単な操作
で制作できるようになった。

● iPad等でコンテンツ視聴が
できるようになった。

導入後の効果

演習室

大講義室

視聴・学習

Cbox

Bee8

講義収録時の負担を50%削減

マルチデバイスに対応した
コンテンツ制作が魅力

スライドのみの収録、
視聴、デバイスの制限を
解決したい

複数教室への
システム導入を容易にする
優れたコストパフォーマンス

豊橋技術科学大学 研究支援課
技術支援グループ 情報基盤支援チーム
技術専門職員 片岡 嘉孝 氏

moodle site

デジタルライブラリ

2015年4月取材
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■ワークフロー

収録 Power Rec SS

収録 Cbox

収録 Power Rec MV

USER PROFILE

国立大学法人   北陸先端科学技術大学院大学
教室数の増加にもフレキシブルに対応
コストを最小限に抑えて、
収録から公開までの自動フロー化を実現

学　　長：浅野 哲夫
所 在 地： 石川県能美市旭台1-1
研 究 科： 先端科学研究科
研究施設： 情報社会基盤研究センター／ナノマテリアルテクノロジーセ

ンター／附属図書館／シングルナノイノベーティブデバイス
研究拠点／高性能天然由来マテリアル開発拠点／イノベー
ションデザイン国際研究センター／サービスサイエンス研究
センター／ネットワーク・セキュリティセンター／理論計算機
科学センター／エンタテインメント科学センター　など

理念 豊かな学問的環境の中で世界水準の教育と研究を行い、
 科学技術創造により次代の世界を拓く指導的人材を育成する。

大  学

　1990年10月に開学した北陸先端科学
技術大学院大学は、先端科学技術分野に
おける国際的水準の研究をおこない、そ
れを背景として、大学院教育を実施するた
め、学部を置くことなく独自のキャンパスと
教育研究組織を持つ、日本で最初の国立大
学院大学です。
　同大学では、2001年11月、遠隔教育
の学内共同教育研究施設として遠隔教育
研究センターを設置して以来、幾度かの
統合を経て、現在では、情報社会基盤研
究センターの元でeラーニングへの取り組
みを進めています。講義コンテンツ制作に
おいては、2006年6月に講義収録システ
ム「Power Rec Plus」による講義収録
をスタートし、その後、2013年3月までに
「Cbox」1台、「Power Rec MV」17台
を導入、さらに、翌年の2014年3月には、
講義収録システム「Power Rec SS」12
台を導入し、高品質な講義映像を自動で収
録できる環境を構築しました。

　北陸先端科学技術大学院大学 情報社会
基盤研究センター 准教授 長谷川 忍 氏は、
「Power Rec Plus」「Cbox」「Power 
Rec MV」の導入経緯とその効果をこう語
ります。
　『2001年当時、講義コンテンツは、実際
の講義を収録したビデオカメラ映像と講義
資料の再生タイミングを手作業で合わせて

制作していました。しかし、この方法では、
収録や編集にかかる負担が大きく、コンテ
ンツ制作の数にも限界がありました。そこ
で、これらの課題の解決策として、2006年
以降、「Power Rec Plus」「Power Rec 
MV」や「Cbox」などの講義収録システム
を各教室に設置する方向に切り替えていき
ました。』
　各教室に設置されたこれらの講義収録シ
ステムは、情報社会基盤研究センターで収
録スケジュールの登録をおこない、時間に
なると自動的に収録が開始/終了されるよ
うになっていました。
　『システム導入前は、ピンマイクを付け
て、ビデオの録画ボタンを押して…といっ
た準備が必要で、先生方の負担になってい
ました。収録を自動化することでこれらの
問題をクリアできたことは大きなメリットだ
と思います。また、「Power Rec MV」や
「Cbox」は、ビデオカメラ映像と講義資料
の2系統の映像を合成して1つの動画ファ
イルとして収録できるので、編集の手間も
大幅に削減できました。』

　こうして自動収録環境の整備を進めて
きた長谷川氏は、2014年3月、あらたに
「Power Rec SS」12台の導入を決めま
した。
　『一番古い「Power Rec MV」は、フ
ルHD収録ができないため、ホワイトボード
の文字が読みにくいといった声がありまし

た。また、各教室に設置した「Power Rec 
MV」が故障した場合の対応や、教室数増
加に伴う機材追加などについて、頭を悩ま
せているところに、低コストで導入できる講
義収録システム「Power Rec SS」の存在
を知りました。』
　「Power Rec SS」を使った自動収録配
信ワークフローは次のような流れでおこな
われています。
　天井に設置されたカメラの映像とプロ
ジェクタ投影画像、マイクシステムの音
声をサーバルームへ光伝送し、「Power 
Rec SS」で収録します。収録後の映像は、
収録管理サーバへ自動アップロードされ、
必要に応じて、エンコード／編集した後、再
び学内ストレージへ自動アップロードされ、
学習管理システム経由で配信されます。

　『各教室に収録システムを設置するので
はなく、サーバルームに集約し、スケジュー
ル登録で空いている収録システムに自動割
り振りすることで、教室数増加にも柔軟に

対応できるようになりました。万一故障した
場合にも、サーバルーム内で対応できる点
も助かっています。また、北陸先端科学技
術大学院大学には、講義コンテンツにコメ
ントを付ける独自のシステムがあり、学生の
復習や試験対策などに活用されています。
「Power Rec SS」は、このシステムとの
連携がスムーズにおこなえる点も機材選定
時に重要視したポイントの一つです。
　コストを最小限に抑えて、より高品質な教
材を学生に提供し、且つ収録から公開まで
を自動フロー化することで、管理者の負担
を軽減できたことに非常に満足しています。
　今後は、動画視聴状況の分析や、FD活
用、より高品質な教材提供を目指して4K化
も視野に入れていきたいと考えています。』
と、長谷川氏は語ります。

導入システム

●  教室数の増加にも対応でき
る、低コストでフレキシブル
なシステムを構築したい。

● 収録から公開までにかかる
負担を軽減したい。

導入前の課題

●  サーバルームに収録システ
ムを集約したことで、教室数
の増加にも柔軟に対応でき
るようになった。

● 収録から公開までを自動化
することで、管理者の負担を
軽減できた。

導入後の効果

2016年4月取材

講義コンテンツ制作にかかる
負担を軽減したい

教室固定設置スタイルから
サーバルーム集約スタイルへ

収録がおこなわれる講義室

サーバルームの「Power Rec SS」

講　義　室 サーバルーム

システム管理者 視聴・学習

定期
バックアップ

収録コンテンツ蓄積

学習管理サーバ（LMS）

動画掲示板サーバ

●  先進的大学院教育を組織的・体系的に行い、先端科学技術の確かな専門性とともに、幅広い
視野や高い自主性、コミュニケーション能力をもつ、社会や産業界のリーダーを育成する。

●  世界や社会の課題を解決する研究に挑戦し、卓越した研究拠点を形成すると同時に、多様な
基礎研究により新たな領域を開拓し、研究成果の社会還元を積極的に行う。

●  海外教育研究機関との連携を通して学生や教員の交流を積極的に行うとともに、教育や研
究の国際化を推進し、グローバルに活躍する人材の育成を行う。

北陸先端科学技術大学院大学 
情報社会基盤研究センター 准教授 長谷川 忍 氏

講義情報の登録や、収録し
たい講義のスケジュール
登録をおこなう。

教員 学生

●収録講義登録 ●自動収録管理
●ファイルフロー管理 ●監視（PMT）

収録管理サーバ

ファイルサーバ

ストレージ

動画配信サーバ

講義収録システム

Power Rec SS　8台

収録映像
光伝送

リンク
生成

バック
アップ

リンク
生成

連携
指示

講義情報
スケジュール登録

動画配信

視聴・閲覧

アップロード

蓄積

収録指示
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　2018年度に開学20周年を迎えた広島
国際大学は、「ひとと共に歩み、こころに届
く医療を実践する専門職業人」の育成を
目指す健康・医療・福祉分野の総合大学で
す。2016年度、文部科学省の私学助成金
採択を契機に、学内の講義収録/配信シス
テムとして、ネットワークカメラ収録システ
ム「Spider Rec」、コンテンツ配信/管理
システム「Power Contents Server」を
15教室に導入しました。広島国際大学 副
学長・教務部長 笛吹修治 教授、図書館長 
総合教育センター 副センター長 向田一郎 
教授に、システム選定から導入までの経緯
を聞きました。

　広島国際大学では、授業のほかにも定期
的に開催する全学FD（Faculty Development）
講習会や公開授業などを収録するため、ポー
タブルの収録装置1台を2013年頃に導入
し、年間20コマ程度を収録していました。収

録したこれらのコンテンツは、配信サーバー
に手動でアップロードして学内ポータルサイ
トで配信。授業や講習会に参加できない人
のためのコンテンツとして活用していまし
た。向田教授は、当時をこう振り返ります。
　『収録を予定している授業や講習会のた
びに、収録装置を現場に持っていってセッ
ティングしなければなりませんでした。特に
講演会の収録では、講演者はもちろん質問
者の音声もきちんと拾わなければなりませ
ん。ポータブル収録装置のマイクでカバー
できるのか、別途マイクを用意して音声ミ
キサーを通すのか、毎回頭を悩ませていま
した。専任の収録担当者がいるわけではな
いため、セッティングにかかる時間などが大
きな負担となっていました。』

　このような運用を続けていた2016年、
文部科学省の私学助成金採択を契機に、
あらたに学内講義収録/配信システムを検
討し始めました。システム選定の要件を笛
吹教授、向田教授はこう語ります。
　『これまで使用していたポータブル収録
装置では、カメラ映像と先生方が使うスラ
イド（PowerPointなどのPC映像）を2画
面同時に収録していました。今回のシステ
ム拡張では、ネットワークカメラによる全自
動収録を前提に選定を進めていましたが、
2画面同時収録に対応したネットワークカメ
ラ収録システムがあまり無く、選定に苦慮
していました。』
　そんな時に展示会で出会ったのが、新
バージョンを発表したばかりのネットワーク
カメラ収録システム「Spider Rec」でした。
　『実は、「Spider Rec」のことは知って
いましたが、前バージョンでは1画面しか収
録できなかったため選定対象に入れていま
せんでした。新バージョンで最大4映像ま
で同時に収録できるようになったと聞き、
興味を持ちました。すぐにデモに来てもら
い、2画面でクリアにPC映像が見えること
を確認しました。また、複数教室を1台で一
括管理/収録できるというコストメリットも
魅力でした。』

　3つのキャンパスを持つ広島国際大学で
は、保健医療学部/総合リハビリテーショ
ン学部/医療福祉学部/心理学部がある東
広島キャンパスに11教室、看護学部/薬学
部/医療栄養学部がある呉キャンパスに3
教室、医療経営学部がある広島キャンパス
に1教室の合計15教室に設置されたネッ
トワークカメラを1台の「SpiderRec」で
個々にコントロールして収録/管理をおこ
なっています。「Spider Rec」に事前登録
されたスケジュールに従って各教室でお
こなわれる授業を自動的に収録開始/終了
し、翌日までに東広島キャンパスの動画管
理配信サーバーに自動でアップロード。講
師のチェックを経て、コンテンツ配信/管理

システム「Power Contents Server」か
ら学内ポータルサイト経由で配信されてい
ます。導入の効果と今後の展望について、
笛吹教授、向田教授はこう語ります。
　『収録する授業スケジュールをCSVで
「Spider Rec」に登録するだけで、設定

時間に自動で収録が開始/終了するので、
セッティングの手間が殆ど無くなりました。
また、懸念事項だった音声についても、ネッ
トワークカメラの横に指向性マイクを設置
することでクリアし、収録し忘れもなく大変
満足しています。薬学部などでは国家試験
対策コンテンツ作りの一環として積極的に
利用しており、学生からも「この前の授業
の動画を早くアップして欲しい」といった声
も聞こえ、良い評価を得ています。』
　『今後は、学生が見たいポイントをすぐに
探せるように収録コンテンツを編集したり、
視聴環境の整備にも取り組みたいと思って
います。また、学生だけでなく社会人や地
域の方々にも本学が持つ知的財産を広く
発信し、地域貢献に繋げていけるよう、シ
ステムの利活用に力を入れていきたいと
思います。』

収録 Spider Rec

配信 Power Contents Server

導入システム

USER PROFILE

常翔学園   広島国際大学
コストを抑えて収録にかかる作業負担を大幅削減
ネットワークカメラによる2画面同時収録で
15教室の全自動収録を実現

学　　長：焼廣 益秀
所 在 地： 東広島キャンパス（広島県東広島市黒瀬学園台555-36）
 呉キャンパス（広島県呉市広古新開5-1-1）
 広島キャンパス（広島県広島市中区幟町1-5）
学　　部： 保健医療学部／総合リハビリテーション学部／医療福祉学部／
 医療経営学部／心理科学部／看護学部／薬学部／医療栄養学部

本学における教育は、命の尊厳と豊かな人間性を基本理念とする。この理念に基
づき、新しい時代が求める専門的な知識と技術の修得を進めるとともに、健康、
医療、福祉の分野において活躍しうる職業人を育成する。

理念   

大  学

セッティング不要の
15教室全自動収録システム

2018年3月取材

講義室と各教室に設置されたネットワークカメラ/
指向性マイクで講義を収録

収録の手間を削減し、ネットワーク
カメラによる2画面同時収録を

●  収録のたびにセッティングす
る手間を削減したい。

● スライド（PowerPointな
ど）とカメラをクリアな映像
で1つのコンテンツとして収
録したい。

導入前の課題

●  複数教室にあるネットワーク
カメラを一括管理／自動収
録することで、セッティング
の手間がなくなった。

● スライドとカメラをクリアな
映像で1つのコンテンツとし
て収録でき、学習効果の高
い講義コンテンツが作れるよ
うになった。

導入後の効果

■ワークフロー

呉キャンパス

東広島キャンパス 視　聴

広島キャンパス
教室 ①教室 ① 教室 ② 教室 ③

ネットワークカメラ収録システム

学内ネットワーク

全キャンパスの
ネットワークカメラを
コントロール

自動
アップロード

自動収録

自動
アップロード

自動収録

教室 ① 教室 ② 教室 ⑪

ネットワークカメラ
収録システム

全キャンパスの
ネットワークカメラを
コントロール

動画配信用サーバー

教員 学生

動画転送

自動
アップロード 自動収録 自動

アップロード 自動収録 自動
アップロード 自動収録

動画転送

広島国際大学 副学長・教務部長
（保健医療学部 診療放射線学科 理学博士）
笛吹修治 教授

広島国際大学 保健医療学部 診療放射線学科 
図書館長・総合教育センター 副センター長
（保健医療学部 診療放射線学科 博士（工学））
向田一郎 教授
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USER PROFILE

学校法人 美作学園   美作大学
大学が持つ知的財産を地域に発信
動画コンテンツを通じて
学生/地域とのコミュニケーションを促進

学　　　長：鵜崎 実
所　在　地： 岡山県津山市北園町50
学　　　部： 食物学科、児童学科、社会福祉学科
短期大学部： 栄養学科、幼児教育学科、
 　専攻科（介護福祉）

大  学

収録 Bee8

収録 Bee Touch

配信 CLEVAS

　開学以来51年の歴史を持つ美作大学は、
「食」「子ども」「福祉」の分野で地域の暮ら
しを支える人材の育成に力を注ぎ、その教
育力をベースとして地域に密着し、地域社
会を豊かにする“地方大学の雄”に挑戦し続
ける大学です。
　2018年3月、美作大学は、地域向け公開
講座などの収録/配信システムとして、収録
システム「Bee8」「Bee Touch」、コンテ
ンツ配信/管理/分析システム「CLEVAS」
を導入しました。システム導入の経緯と今後
の展望を、美作大学 副学長 学修・学術情報
センター長 / 図書館長 長谷川勝一 教授、
学修・学術センター主任 / 生活科学部児童
学科 蜂谷俊隆 准教授、ネットワーク運用室 
係長 藤田峰之 氏に聞きました。

　美作大学では、公開講座の企画運営委員
会が主催する講座の他、大学・短大が設置
する地域生活科学研究所が主催するフォー
ラムや研究会、学科単位で開催されるセミ
ナーや研修会など、規模の大小を合わせて
年間20数回のイベントを地域住民にも公開
しています。美作学園創立100周年を記念
した記念館が2016年に竣工してからは、5
階にある「100周年ホール」でこうした地域
住民向けのイベントが開催されることが多く
なりました。その一例をあげると、岡山県津
山藩医で蘭学者の箕作阮甫・宇田川榕菴を
テーマにした講座や、地元美作地域を研究

する「美作学講座」、『空想科学読本』を執筆
した柳田理科雄氏の講演などのユニークな
ものから、同大学の専門分野である、食・子
ども・福祉をテーマにした研修会など多岐に
わたり、地域住民から高い評価を受けてい
ます。収録/配信システム導入前の状況を長
谷川教授、蜂谷准教授はこう語ります。
　『美作学園創立100周年記念館にあ
るホールでは、天吊カメラとAVを用いた
Blu-rayレコーダーによる収録システムを
常備しており、講演内容を映像として記録
することは可能でした。しかし、スクリーン
（PowerPointなどの資料）と講演者を1
つのカメラで撮るため、スクリーンに投影さ
れた文字がクリアに見えず、講演者が小さ
くしか映らない点や、収録した映像を利用
するためにはDVDやBlu-rayなどのメディ
アを経由するしかなく、記録としては保存で
きますが、教育コンテンツとしての利用に
は適していませんでした。また、収録映像を
配信するシステムを整備していなかったた
め、大学が持つ知的財産を地域や学内に共
有/発信する力が弱く、強化したいと考えて
いました。』
　『教員や保育士、ソーシャルワーカー等の
専門職を対象にした研修会や養成カリキュ
ラムにおいても、2画面収録の必要を感じて
いました。展示会でフォトロンの収録システ
ムによって、模擬授業やロールプレイを複数
の視点から撮影して振り返ったり、面接練習
を来談者と相談者の両方の方向から撮影し
て表情や反応を確認したりといったことが
可能になると知り、興味を持ちました。』

　2017年度の文部科学省私立大学等教
育研究活性化設備整備費補助金（タイプ2：
地域発展）採択を契機に、地域向け公開講
座の収録/配信を目的として、2画面収録が
可能な収録システム「Bee8」、動画へのコ
メント/評価書き込み、共有・分析機能を持つ
配信システム「CLEVAS」を導入。また、可
搬性の高い収録システム「BeeTouch」も
導入し、ホール以外でも開催される公開講
座やワークショップ、電子黒板を活用した遠
隔授業の収録を可能にしました。
　美作学園創立100周年記念館内の
「100周年ホール」既設の天吊りカメラ映
像と、講演者のPowerPointなどのPC映
像、音声をバックヤードに設置した「Bee8」
で収録。収録コンテンツは、サーバールーム
にある「CLEVAS」に自動アップロードされ
ます。長谷川教授、蜂谷准教授、藤田氏は、
今後の展望をこう語ります。
　『これまで地域向けの公開講座に興味が
あってもなかなか参加できなかった、障がい
のある方や高齢者、乳幼児をもつ保護者な
ど、直接会場に来ることが難しい方々に動
画コンテンツを公開し、大学の知的財産を

地域に向けて積極的に発信していきたい
です。また、美作大学では、社会的責務とし
て、卒業生を含めた地域住民に向けて、国
家試験などの資格取得対策の講座やリカ
レント教育も積極的に展開していますが、
例えば学生向けに実施した国家試験対策
の授業を収録し、卒業生に向けて配信でき
ればと考えています。国家試験対策の勉
強は学生が孤独になりがちですが、“動画
へのコメント/評価の書き込み機能”を持つ
「CLEVAS」を使えば、動画コンテンツに
教員からの補足コメントを付けたり、動画コ
ンテンツに対する他の学生のコメントを共有
することができるので、コミュニケーションを
促進できるだけでなく、学生のモチベーショ
ンにも良い影響を与えることができるのでは
ないかと考えてます。』
　『地域の皆さんに大学を知ってもらうた
めのオープンキャンパスでの活用も検討し

ています。高知、沖縄、島根で出張オープン
キャンパスを毎年開催していますが、本学で
のオープンキャンパスの様子を動画コンテ
ンツ化し、遠隔地へ配信することで、よりリ
アルな学生生活をイメージしてもらえるので
はないでしょうか。この他、入学前の学生へ
の課題としても活用できると思います。現在
は、入学手続きを行った高校生へ、紙に印刷
された課題を郵送しています。高校生は、こ
の課題に一人で取り組むことになりますが、
行き詰った際も一人で解決しなければなら
ないということがあります。課題に関連した
動画コンテンツを用意しておけば、それが課
題を解く際の導きとなったり、動画コンテン
ツを通してコミュニケーションを図ったりす
ることができます。さらに、視聴分析機能で
学生のコンテンツ視聴状況を把握すること
もできます。』
　『動画は学生達に非常に受け入れやすい
コンテンツなので、良質なコンテンツをどの
ように増やしていくかが課題です。著作権の
問題や視聴者権限などについても検討を重
ねていく必要があります。収録操作の手軽さ
という点では、「BeeTouch」はタッチパネ
ル上で直感的に操作でき、可搬性が高いの
で授業や実習で気軽に収録ができるのでは
ないかと期待しています。』

導入システム

●  地域向けの公開講座やワー
クショップを手間なく簡単に
収録したい。

● 地域貢献に繋がるコンテン
ツを積極的に発信したい。

導入前の課題

●  講座の演者とスクリーンに
投影しているPowerPoint
などのPC映像を2画面で簡
単に1つのコンテンツとして
作成できるシステムを構築
できた。

● 収録コンテンツ（動画）を通
じて、教員/受講者、受講者
同士のコミュニケーションを
深められるシステムを構築で
きた。

導入後の効果

2018年5月取材

大学が持つ知的財産を発信し
地域貢献に繋げたい

動画コンテンツを通じて
コミュニケーションを促進

美作学園創立100周年記念館 サーバールーム

教　室

カメラ映像/PC映像（PowerPointなど）を
2画面で収録

手動で収録

授業/実習のほか、
電子黒板による
遠隔授業の収録も可能

収録システム

収録システム

動画配信用サーバー

自動収録

手動でアップロード

自動アップロード

ライブ配信

アップロードされた動画コンテンツは
コメントの書き込みなどが可能

地域向け公開講座などが行われる美作学園創立100
周年記念館のバックヤードにBee8が設置されている

本学園は豊かな情操と知性とを育むことにより、人としての道を培い、一人の自立した人間として国際
的な視点から社会に貢献できる、自由で創造的な人格の育成を目的とする。あわせて本学園は、寒さに
耐え凛として薫り高い花を咲かせる白梅を学花に定め、これを目指す人間像の象徴とする。

《美作大学の4つの理念・目標》
●  専門教育と教養教育の充実、および両者の調和を図ることにより、新しい時代の生活の向上に寄与できる、
人間性豊かな専門的職業人の育成を目指す。

●  小規模大学の特性を生かし、学生の個性を尊重し能力を向上させ、創造的で自立した人間の育成を目指す。
●  地域社会の課題を反映させた教育研究への取り組みにより、社会の発展に寄与することを目指す。
●  地域社会の人々に対し広く学習の機会を提供し、文化の進展に寄与することを目指す。

理念

美作大学 副学長
学修・学術情報センター長/
図書館長 長谷川勝一 教授

美作大学
ネットワーク運用室 係長
藤田峰之 氏

美作大学 学修・学術センター主任/
生活科学部児童学科
蜂谷俊隆 准教授

■ワークフロー
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■ワークフロー

サーバールーム

USER PROFILE

　1902年に東京薬学専門学校として創立
し、1949年に新制大学として発足後、多く
の薬剤師・薬学研究者を輩出してきた長い
歴史を持つ明治薬科大学は、2003年度に
文部科学省のサイバーキャンパス整備事業
に採択され、薬剤師になるための国家試験
対策をメインとした学内ポータルサイト「明
薬サイバーキャンパス」を立ち上げました。
　当時の「明薬サイバーキャンパス」は、国
家試験の過去問や、収録した授業を復習用
コンテンツとして配布するほか、○×形式
の簡単なテストやレポート提出などに利用
されていました。
　『「明薬サイバーキャンパス」の導入で、
国家試験の合格率は上がりました。しかし、
権限管理機能がなく、教員が公開したコン
テンツや講義資料が全ての利用者に公開
されてしまうため、先生方の利用率は決し
て高くありませんでした。また、収録システ
ムそのものも、黒板を使った授業が多いに
も関わらず、板書に対応していなかったり、
使用環境にも制限がありました。』と、明治
薬科大学 情報教育研究センター長 野口 
保 教授、総務部 学術情報課 松永 正隆 
氏、総務部 学術情報課 宮田 大介 氏は語
ります。

　システムを改修するには、莫大なコストが
かかり、拡張性も不十分であったため、明
治薬科大学では、新しいシステムの導入を
検討し始めました。
　『学内委員会を設立し、いくつかの収録
システムを比較検討した結果、「Cbox」を
選びました。視聴時に見たい箇所を自由に
拡大/縮小できるSilverlight形式でコンテ
ンツを作成できるので、板書の文字も読め
ますし、マルチコンテンツを同時作成でき
るため、収録後にわざわざモバイル用に変
換する手間がない点、録画レイアウトが自
由に選択できることも、決定理由のひとつ
です。』
　『新システムのベースとして注目して
いたのが、オープンソースのe-Learning
プラットフォーム「Moodle（ムードル /
Modular Object-Oriented Dynamic 
Learning Environment）」でした。
「Moodle」は低コストであると同時に
拡張性が高く、私たちが求めるものを満
たしていたのです。「Cbox」と「Power 
Contents Server」は、この「Moodle」と
の親和性に優れており、1つのシステムとし
て操作/管理できることも、大きな魅力でし
た。また、管理画面のシンプルさも非常に
好感が持てました。』と、松永 氏、宮田 氏
は語ります。

学校法人   明治薬科大学
Cbox・Power Contents Server・Moodleの導入で、
システム運用の負荷を削減し、利用率を向上

　2013年夏に「Cbox」が6台導入され、
据え置き型の「Cbox S2HD」5台が、講義
棟にある4つの教室と大講義室に設置され
ました。可搬型の「Cbox P2HD」1台は、
主に小規模教室で利用されています。収録
コンテンツは、サーバ室にあるコンテンツ
管理サーバ「Power Contents Sever」
に自動アップされます。コンテンツが追加さ
れると、自動的に再生用URLを取得し、連
携する「Moodle」サーバ内の「コースペー
ジ」に公開されます。学生が、PCやモバイ
ル端末でコンテンツを視聴したり、教員の

FD研修にも利用されています。
　野口 教授、松永 氏は、導入後の効果に
ついて、こう語ります。『収録に関しては、板
書にも対応でき、マルチコンテンツを同時
に作成できるようになったので、とても満足
しています。導入前は、講義資料やレポート
を共有ファイルサーバにアップしており、先
生側/学生側双方にとって分かりづらい部
分がありました。「Moodle」の導入で、講
義ごとのフォルダわけが明確になり、一目瞭
然で資料を探せるようになりました。学生ア
カウントとの紐付が可能なので、提出物の
チェックにも役立っています。小さなことの
ようですが、こういった小さな負荷を減らす
ことができたことは、重要な点だと思ってい

ます。また、アクセス権限の制御も可能なの
で、セキュリティ面でも安心して運用できて
います。今後は、実習などでの収録や、他大
学との積極的な情報交換で、良い事例を取
り入れていきたいと考えています。』

学　　長：石井 啓太郎
所 在 地： 東京都清瀬市野塩2-522-1
学　　部： 薬学部 薬学科／薬学部 生命創薬科学科
教育設備： 本部棟／講義棟／実習棟／研究棟／研修・図書・厚生棟／
 総合教育研究棟フロネシス／明薬資料館／サークル棟／
 体育館／グラウンド／テニスコート／薬用植物園

ソフィア（純粋知）とフロネシス（実践知）を兼備えた人材を育成する。
　1． 薬物治療に責任を持てる薬剤師を養成する。
　2． 強い探究心と洞察力を持つ、独創的発想力豊かな人材を育成する。
　3． 柔らかな心と豊かな人間性を持った国際的に通用する薬学人を育成する。

理念 薬学の普及と社会に有用な薬剤師を養成し、
 医薬分業を実施し、もって国民の保健衛生へ貢献する。

大講義室

明治薬科大学 
情報教育研究センター長 
野口 保 教授

明治薬科大学 
総務部 学術情報課 
宮田 大介 氏

明治薬科大学 
総務部 学術情報課 
松永 正隆 氏

大  学

導入システム

●  誰もが使いやすく、低コスト
で拡張性の高いシステムを
構築したい。

● 板書やモバイル視聴にも対応
した収録システムが欲しい。

導入前の課題

●  誰でも手軽に収録できる環
境を構築でき、先生・学生双
方の利用負担を削減するこ
とができた。

● 板書もコンテンツとして残せ
るようになり、モバイル視聴
も可能になった。

導入後の効果

視聴・学習Moodle システム

Moodleシステム
MY-C＠ST

収録 Cbox Sシリーズ

配信 Power Contents Server
Moodle

「Moodle」との
高い親和性を持つ「Cbox」

システム利用の敷居を
低くしたい

先生・学生双方の
利用負担を削減

Cboxを設置した大講義室がある総合教育研究棟
フロネシス

コンテンツ管理サーバ/ストリーミング配信サーバ
Power Contents Server
収録スケジュール管理、コンテンツ蓄
積・管理サーバ。配信用コンテンツを
ストリーミング配信サーバへ自動アッ
プしている。

Moodle サーバ
Power Contents Serverにコンテン
ツが追加されると自動的に再生用URL
を取得し、学内ポータルへ公開。

「Cbox S2HD」5台を、4つの講義室（収容人数：200人）
と、大講義室（収容人数：400人）の教卓に、それぞれ組み
込んで設置。可搬型「Cbox P2HD」1台は、主に小規模
教室で、都度持ち運んで使用。

Cbox S2HD

2015年4月取材
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■システム図

USER PROFILE

　学校法人開智学園（埼玉県さいたま市岩
槻区）の開智高等学校では、効果的な学習
環境を構築するために、Power Rec MV 
Stationを導入しました。Power Rec MV
で収録した授業コンテンツを、授業に出席
できない生徒や復習を希望する生徒に提
供することが目的です。

　学校法人開智学園は、高等部（1983年
に設立した埼玉第一高等学校の後継校）
と、中高一貫部（1997年にスタートした新
進校）と、小学校1年から中学2年までの総
合部（2004年開校、中高一貫部へ中学3
年生で合流）があります。
　新進校である中高一貫部は、「創造型・発
信型の21世紀の心豊かな国際的リーダー
の育成」を教育理念とし、2003年の第1期
生より、卒業生が100名程度と少人数なが
ら東京大学に毎年数名の合格者（2009年
7人）を出している他、難関大学にも多くの
合格者を出す進学校となっています。
　近年は生徒に対する効果的な学習環境
の構築が重要なテーマとなっており、日常
行われる授業を収録することで、蓄積した
コンテンツを以下のような用途で使用し、
生徒のサポートを行うこととしました。
● 怪我、病気等で授業に出席できない生徒
のために、欠席分の授業を自宅に配信す
る、もしくは放課後にコンピュータ教室で
閲覧し、補完にあてる。

● 復習として理解を深めるために使用する。
　ただし、授業を収録するには以下の要件
を満たす必要があった。
● 一般的な教室で行われる授業だけでな
く、家庭科や理科で使用されるようなICT
機器が設備された特殊教室での授業も
収録できる。

● 従来の黒板による板書授業だけではなく
電子ホワイトボードを使用した授業の収
録も行える。

● 校舎内での移動が容易に行え、収録の準
備が極力少ないシステム。

● 操作が簡単で、パソコン等に詳しくない
先生でも収録・編集作業ができる。

　そこで導入したのが講義収録システム
「Power Rec MV Station」（2式）です。
　講義収録システムを導入する際、似たよ
うな機能を持つ製品を他にも比較したが、
「PowerRecMV Station」が他社製品と
比べて収録システムとして最適と判断され
ました。理由は次の通りです。
■高品質
　パソコン画面と講師の映像を収録できる
システムは他にもあるが黒板の板書映像ま
で高品質に収録できる。
■操作性
　パソコン操作に詳しくない先生でもシス
テムの起動から収録の録画開始・停止操作
や編集作業が行える。
■可搬性
　校舎内の移動が必要なため、可動式の
ラック構成であることに加え、設置場所で
の準備に時間がかからない。
■信頼性
　国内メーカーであり、迅速かつ充実した
サポートが期待できる。

学校法人   開智学園
授業に出席できない生徒や復習を希望する生徒への
充実した学習環境構築へ向けて

　2008年8月に「Power Rec MV Station」
を2式導入して以降、取扱い方法の習得に時
間を要することなく順調に収録し、200以上
ものコンテンツを蓄積できました。
　また2009年度からは「東大など世界の
最先端大学への全員合格を目指す」として
新設した「先端クラス」で日々行われてい
る主要教科の授業も収録しています。
　導入して1年近くが経過し、先生からは効
果として次のような点があげられました。
● 当初の目的通りに授業をコンテンツとし
て収録し、蓄積できている。

● 教員が、収録した自分の授業を振り返るこ
とで授業の改善活動へつながっている。

● 他の教員のコンテンツを閲覧することで
授業研究をすることに役立っており、特に
新任教員には大きな効果がある。

　今後はネットワークを利用して授業に
参加できない生徒の自宅へ配信するとい
う当初の計画へ向けて、フォトロン社の映
像コンテンツ管理配信システム「Power 
Contents Server」の導入を検討しなが
ら、日々行っている授業の収録を継続して
行うことで高校3年間分の主要教科をコン
テンツとして蓄積していきます。
　また大学の受験対策として行っている演
習科目を収録し、受験期に生徒の学習サ
ポートが行えるような体制構築にも取り組
んでいく予定です。
　将来的な構想としては生徒や授業研究を
進める先生が通学・通勤途中にモバイルメ
ディアで授業などのコンテンツを閲覧できる
ような仕組みにも興味を持たれています。

所 在 地： 埼玉県さいたま市岩槻区徳力西186

現在の運用と導入効果 今後の展望

講義収録システム導入の決め手

生徒サポートの必要性 授業風景の写真（教室A）

収録コンテンツのサンプル画像（教室B）

収録 Power Rec MV Station

高  校

導入システム

●  一般的な教室で行われる授
業だけでなく、家庭科や理科
で使用されるようなICT機器
が設備された特殊教室での
授業も収録できる。

● 従来の黒板による板書授業
だけではなく電子ホワイト
ボードを使用した授業の収
録も行える。

● 校舎内での移動が容易に行
え、収録の準備が極力少な
いシステム。

● 操作が簡単で、パソコン等
に詳しくない先生でも収録・
編集作業ができる。

導入前の課題

●  当初の目的通りに授業をコ
ンテンツとして収録し、蓄積
できている。

● 教員が、収録した自分の授業
を振り返ることで授業の改
善活動へつながっている。

● 他の教員のコンテンツを閲覧
することで授業研究をするこ
とに役立っており特に新任教
員には大きな効果がある。

導入後の効果

ビデオカメラ

プロジェクタ

教材提示用PC

分配器

壁固定回転雲台

Power Rec MV Station

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

<ビデオ映像+音声>

Power Rec MV Station

<ビデオ映像+音声>

黒
板

黒
板

ス
ク
リ
ー

ン

ワイヤレスマイク

ス
ク
リ
ー

ン

ワイヤレスマイク

<教材映像>

〈教室A〉
黒板に板書する授業を高画質に収録することを目的とし、教室
後部壁面に設置されたビデオカメラの映像を収録している。

〈教室B〉
電子黒板を利用した授業を、臨場感に溢れたコンテンツとして
収録することを目的とし、①教材提示PCの画面と②ビデオカメ
ラの映像を組み合わせて収録している。

その目標を達成するため、創造的学力を育てる最難関大学への全員進学を目指しています。
そのために、開智では「教育の3つの柱」を掲げています。
　　1. 高質な教科型学習　2. 探究・発信型学習　3. 生徒の自主性
これらを通じて、創造的学力を培います。

理念 開智の教育目標は「心豊かな創造型・発信型の国際的リーダーを育成」することです。

学校法人 開智学園
瀬戸口 武一 教諭

MV Stationの写真
2009年10月取材
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■ワークフロー

USER PROFILE

　河合塾マナビスは、全国の高校生を対象
に、ビデオ・オン・デマンド形式の映像授業を
提供しています。全国の河合塾マナビス校
舎では、常駐の専任アドバイザーが、生徒
のレベルにあわせて受講すべき映像授業を
選択し、生徒は自分のスケジュールにあわ
せて効率的に映像授業を受講することがで
きます。
　2012年のスタジオ移転までは、リアル
タイムエンコードでWMV形式の動画コ
ンテンツを作成し、それとは別に、素材を
DVCPROのテープで保管／管理してい
ました。当時を振り返り、河合塾マナビス 
教務教材開発部の犬飼氏はこう語ります。
『映像授業は、年間約500～1,000講座あ
ります。テープには、長くても1講座分しか

入らないので、テープの保管場所や、テー
プ代などのコスト負担が非常に大きかった
んです。これを何とかできないか？と、スタ
ジオ移転を機に考えていました。』

　そんな時に、フォトロンの収録システム
「Cbox」に出会い、犬飼氏は導入を決めま
した。『テープレスを実現できることと、リア
ルタイムに複数フォーマットで映像コンテン
ツを作成できることが決め手になりました。
保管用のMPEG2形式とVOD用のWMV
形式、また将来的なHD化を視野に入れた
H.264などのコンテンツを全て同時に作成
できる点が、大きな魅力でした。』と犬飼氏
は語ります。

株式会社   河合塾マナビス
Cboxの導入により
テープレス化と管理コスト削減を実現

　『Cboxで映像コンテンツをデータ化した
ことで、テープの保管場所が不要になりま
したし、テープ代やラベル作成コストを削
減することができました。管理とコストの面
でかなり楽になったと思います。』と犬飼氏
は語ります。
　また、収録自体も簡単に行えるようになっ

たと言います。『河合塾マナビスのスタジオ
では、普段の授業を再現できるよう、黒板を
メインとした授業収録を行っていますが、こ
れにプラスして、地図やグラフを出せる電
子黒板も併用しています。大掛かりなスタ
ジオでなく、コンパクトな設計にし、少人数
で収録/制御できるよう工夫されています。
Cboxを使うことで、1年間で1,000以上の
コンテンツを高いクオリティで作成できまし
た。作成したコンテンツは、まずCboxに保
存され、その後、河合塾マナビス各校舎の

サーバで管理しています。』
　今後の展望について、犬飼氏はこう語り
ます。『Cboxがあれば、様々なフォーマット
で出力できるので、将来的には配信をHD化
（現行VGA規格）するなど、選択の幅が広
がりました。今後は、配信を含めたトータル
システム構築を課題とし、HDコンテンツを
配信することで、より高画質で効果的な映
像を生徒に提供できるようにしたいと考え
ています。』

代表取締役社長：岩田一彦
所 在 地： 東京都千代田区六番町5-14六番町武田ビル
設　　立： 次世代の学びの場を現役高校生に提供する進学支援サービス企業
 として2006年12月1日設立、2007年4月1日事業開始
事業内容： 学習塾の運営、教育映像コンテンツの企画・製作・頒布・配信・販売、
 進学塾フランチャイズ事業の運営　等
校 舎 数： 230校（直営校舎数：46校、フランチャイズ校舎数：184校）
 ※2015年4月1日現在

収録 Cbox Sシリーズ

学校法人 河合塾 マナビス事業推進本部
マナビス教務教材開発部
教務教材開発チームチーフ
犬飼 剛 氏

塾・予備校

導入システム

●  動画コンテンツをテープ保
管していたが、保管場所や
コスト、コンテンツ管理に問
題があった。

導入前の課題

●  データ化により、コンテンツ
管理が楽になった。

● テープレスで保管場所やコ
ストの削減ができた。

● 将来のHD配信も視野に入
れたシステムが構築できた。

導入後の効果

保存・コンテンツ管理 視聴

授業の収録

保管場所や
コストの問題を解決したい

コンテンツ管理が楽になり、
テープや保管場所のコストを
削減できた

リアルタイムに
複数のフォーマットで
映像が作成できる

■最高品質の映像事業 ●マナビス専用に収録した高品質な映像授業　●受験学力の向上を個
別に実現する受験生の評価No1といわれるテキスト　●チェックテスト・習得度テストによる理解度
確認
■自主自立を促す個別サポート ●講座・時間・ペースを選ぶ効率的な学習システム　●生徒自身
による目標設定とアドバイザーの親身で徹底したサポートにより自主自立を促す学習PDCAを実現
■河合塾の誇る受験対応力・情報力 ●全国で最大規模の受験生が集う全統模試による確かな
受験データ　●大学とのリレーションで得る確かな大学入試情報　●抜群の合格実績

理念   すべては一人ひとりの生徒のために。

収録スタジオ　電子黒板と黒板を組み合わせた授業を収録

河合塾マナビスのサーバ 各校舎のサーバ

データ転送

サブ・コントロールルーム

2013年8月取材

Cbox S2HD（3式）
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■ワークフロー

講演会 会場

共有サーバ 視　聴安全保障貿易情報センター

USER PROFILE

　安全保障貿易情報センターは、国際的な
平和及び安全の維持・確保に寄与すること
を目指し、日本の経済活動と調和した合理
的な輸出管理を実現するとともに、国際条
約等に基づく法・規則の国際的な調和の確
保の推進を図ることを目的として、1989年
4月に設立された国内唯一の輸出管理問題
に関する民間の非営利総合推進機関です。
　同センターでは、企業等の自主輸出管理
体制の整備と輸出管理担当者の審査能力
の向上を図るとともに、輸出管理の重要性
を広く啓発するため、企業等の輸出者を対
象に、安全保障貿易管理に関する研修会・
講演会を開催しており、2015年7月、これ
らの収録システムとして、講義収録システム
「Power Rec SS」を導入しました。

　安全保障貿易情報センター 参与 新留 
二郎 氏は、「Power Rec SS」導入前の
研修会・講習会運営について次のように語
ります。
　『講習会は以前から開催していましたが、
当日参加できなかった方からのご要望や、
社内勉強会で使いたいといった声があり、
2013年ごろからビデオカメラで講習会を
録画し、ストリーミング配信やDVDで販売
するようになりました。』
　講習会の運営を任されている情報サービ
ス・研修部 佐藤 友子 氏、佐久間 愛 氏は、

『講習会の録画をスタートした当時は、「講
師を撮影したカメラ映像」「スライドなどを
投影しているプロジェクタを撮影したカメ
ラ映像」「音声」の3つをそれぞれ収録し、
あとから映像編集用ソフトウェアで編集し
ていました。2つの映像と音声のタイミング
を合わせて1つの動画コンテンツにするの
は、非常に骨がおれる作業でした。また、ス
ライドなどを投影しているプロジェクタを直
接カメラで撮影していたため、文字が読み
づらいといった問題や、映像の歪みなどに
も頭を悩ませていました。』と、当時の苦労
を振り返ります。
　映像と音声を後から編集で合わせるので
はなく、もっと簡単に、1回の収録で、講師
映像とスライド映像を1つの動画コンテンツ
として制作できないだろうか…？と、考えて
いた新留氏は、教育映像機器関連の展示
会で「Power Rec SS」と出会い、導入を
決断しました。

一般財団法人   安全保障貿易情報センター
「Power Rec SS」で実現する
臨場感のある質の高い動画コンテンツ制作

　「Power Rec SS」による講習会の収録
をスタートした新留氏、佐藤氏、佐久間氏
は、そのメリットと今後の展望を次のように
話します。
　『「Power Rec SS」は、「講師を撮影
したカメラ映像」「PC映像（スライドなど）」
「音声」などの入力ソースを、設定したレ
イアウトで1つの動画コンテンツとして簡
単に収録できるので、あとから映像編集を
する必要がなく、非常に助かっています。
「Power Rec SS」ではスライドなどの
PC映像をそのまま入力できるので、スライ
ドの文字が読みづらいといった問題や、映
像の歪みなどについても解決できました。

過去には、スライドを撮影した映像だけで
動画コンテンツを制作していたこともあっ
たので、1つの動画コンテンツに、「講師映
像」と「スライド」を入れることで、飽きずに
視聴できる臨場感のあるコンテンツを制作
できたのではないかと思っています。』

　『講習会開催前に「Power Rec SS」を
宅急便で発送し、現地でPCや音声のライ
ンを接続しています。設置そのものも難し
くありませんし、収録の開始/終了について
も、ボタンを押すだけの簡単操作なので、ス
ムーズに講習会を運営できています。』
　『収録した動画コンテンツは、講習会終
了後ストリーミング配信やDVDで販売して
います。「Power Rec SS」を使った動画
コンテンツを提供し始めてから、「見やすく
なった」「勉強しやすくなった」などのお褒
めの言葉をいただいており、DVDの売れ行
きも好調です。今後は、電子黒板を活用す
るなど、さらに分かりやすく、魅力ある動画
コンテンツの制作にチャレンジしていきた
いと考えています。』

所 在 地：東京都港区虎ノ門1-1-21 
 新虎ノ門実業会館4階
設　　立：1989年4月
業務内容： 安全保障輸出管理に関する調査研究・

情報提供、企業の輸出管理支援及びア
ジア諸国・地域を含めた国際的な輸出管
理の協力等

企  業

導入システム

●  講師映像、スライド映像、音
声の3つを編集して1つの動
画コンテンツを制作する作
業を削減したい。

導入前の課題

●  講師映像、PC映像（スライ
ド）、音声を設定したレイア
ウトで簡単に1つの動画コン
テンツとして収録できた。

導入後の効果

2016年2月取材

飽きずに視聴できる
臨場感のある動画コンテンツ

一般財団法人 安全保障貿易情報センター 
情報サービス・研修部 佐藤 友子 氏

一般財団法人 安全保障貿易情報センター 情報
サービス・研修部 佐久間 愛 氏

講習会の会場

●  専門家の英知を集めて安全保障輸出管理に関する知識（ナレッジ）を蓄積し活用しています。
●  日本産業界の自主輸出管理をあらゆる手段によってサポートしています。
●  安全保障輸出管理に関する情報提供のIT化等拡充を進めています。
●  アジアを含めた国際的な輸出管理の増進に向け、日本産業界を代表して協力しています。

理念   CISTECは安全保障輸出管理に関し「産・官・学のリンケージチャネル」として有効
に機能することを通じて「合理的で実効ある安全保障輸出管理」を実現し、ひいては
「世界平和」への貢献を目指しています。

収録 Power Rec SS

講師映像とスライド映像を
1つの動画コンテンツとして
簡単に制作したい

一般財団法人 安全保障貿易情報センター 
参与 新留 二郎 氏

会場から返送された「Power Rec SS」内の動画コンテンツ
データを取り出し、必要に応じてカット編集などをおこない、
ストリーミング配信／DVD販売をおこなう。

講師撮影用カメラ映像、PC映像、
音声をPower Rec SSで収録

Power Rec SS

Power Rec SS

動画コンテンツ
アップロード

ストリーミング
配信

DVD販売
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　WoooliveとPower Rec Station、
Power Contents Serverの導入は2009
年7月から開始され、8月中には予定してい
た153拠点全てに設置を完了し、10月に
は本格運用を開始しました。短期導入が実
現したのは、既存の拠点間ネットワークを用
い、TV会議端末の設置場所も会議室など

の既存スペースを活用したことが大きい。
導入時のトラブルも特になく、システム操作
についても設置時の基本的な説明だけで、
問題なく利用されているといいます。
　動画コンテンツの制作・配信は、広報部
が管理運営を行っているものの、実際の制
作においては各部署のスタッフが主に担当
しており、最初に一通りの説明をすれば、
ほとんど迷わず作業を進められるとのこと
です。
　「若い行員などでは、こうした機器に馴染
みやすいのでしょう、マニュアルを読みなが
ら自分でどんどん使い込んでいきますね。
すでに、システムの使われ方は、当初の予
想以上です。Power Rec Stationは録画
や編集の操作も簡単だし、いろいろなソー
スから収録できる使い勝手の良さがあり、
各部署のコンテンツ制作も精力的に行われ
ています。全体で、ほぼ1日に1本くらいの
ペースで作られていますね」と、松居氏は
おっしゃいます。

　システム運用開始後に営業店から異動
となった広報部の垣内恵氏は、次のように
語っています。
　「見る側としては、新しい業務の事前勉
強などに、すごく役立ちました。動画の勉強
もTV会議も、時間を有効に活用できるの
で、移動時間を節約でき、お客様と接する
時間を最大限にできます。今は広報部とし
て制作・配信に携わっていますが、操作は簡
単で、分からないところもマニュアルを読め
ばすぐにでき、使いやすいと感じます」
　京都銀行では今後、このシステムをさら
に活用していく方針です。
　「例えば、新人教育の際、集合研修の前
に予習としてビデオ教材を見てもらい、そ
の効果を高めていく取り組みを実施する予
定です。動画で伝えられることは、とても大
きな意義があります。文書だと図を描いたり
しなければならないところですが、一目で伝
えられるのですから」（松居氏）

USER PROFILE

　広域型地方銀行として、広く関西で営業
する京都銀行では、株式会社フォトロンの動
画コンテンツ収録システム「Power Rec 
Station」、映像管理配信サーバー「Power 
Contents Server」を導入しました。さまざ
まな業務の講習コンテンツなどを手軽に収
録でき、全ての本支店に設置されたTV会議
システムを通じてオンデマンドで配信するこ
とが可能になり、ビデオの制作、配布、管理
などの負担が軽減されたといいます。

　京都市下京区に本店を置き、広域型地方
銀行として広く関西で営業を展開する京都
銀行。「地域社会の繁栄に奉仕する」という
経営理念を掲げ、豊かな地域社会の創造と
地元産業の発展に貢献することを基本的な
使命として活動しています。
　規制緩和が進む金融業界。銀行の窓口で
も新たな金融商品を扱う機会が増えてきま
した。法令の改正も頻繁に行われるように
なり、取引先となる企業のビジネスも目まぐ
るしく変化します。銀行業務も、こうした変
化に対し、迅速かつ適切な対応が求められ
ています。
　京都銀行が2008年4月から取り組んで
いる第3次中期経営計画「し・ん・か」の中で
は、「経営ビジョンを進化」、「経営戦略を
深化」、「新たな価値を提供」という3つの
キーワードを掲げ、企業真価の向上を図っ
ています。こうした施策を進めるためには、
さらなる顧客満足度向上やリスク管理、コ
ンプライアンスの徹底など、基本的な業務
品質の向上が欠かせません。その基礎とな
るのは、行員一人ひとりの活動だ。業務に
不可欠な知識を、全行員に的確に伝えてい
かねばなりません。
　これまでは文書で伝えていたが、大量
の情報を、迅速に理解してもらう必要か
ら、より効果的な情報伝達手段が求められ
ていました。

　そこで京都銀行が着目したのが、視聴覚
による情報伝達です。文書より、動画と音
声の方が、具体的にイメージしやすい。もち
ろん資料としての文書も重要だが、より短
期間で、より理解度を高めるために、まず入
口として動画と音声による伝達が大いに役
立つのです。
　このため京都銀行では、新たな情報伝
達基盤を構築するため、また広域災害やパ
ンデミックなどへの備えとして、TV会議シ
ステムの導入が考えられました。ただ、TV
会議システムはリアルタイムでの伝達であ
り、全ての行員が視聴できるとは限らない
ため、各人がいつでも好きな時に視聴でき
る、いわゆるオンデマンドの仕組みが必要と
なります。そこでTV会議と動画コンテンツ
の収録・配信の両方に対応できるシステム
を導入することが決まり、2009年2月頃か
ら検討を進めてきました。
　TV会議システムには、キーボードを
使わず簡単に操作できる、日立製作所の
「Wooolive」が選ばれました。動画コン
テンツ制作・配布には、フォトロンの動画
コンテンツ収録システム「Power Rec 
Station」および映像管理配信サーバー
「Power Contents Server」が採用さ
れることになりました。
　京都銀行 システム部 次長の松居靖浩
氏は、「WebカメラやPC上のプレゼン資
料、ビデオなど多彩なソースから取り込むこ
とができ、外部に委託しなくても手軽に動
画コンテンツを制作・配信できる点を評価し
ました」と、その選定理由を説明します。

株式会社   京都銀行
Power Rec Station とPower Contents Server によって、
全支店を網羅したTV会議システムに動画コンテンツ収録・配信機能を追加

http://www.kyotobank.co.jp/
本　　店： 京都市下京区
頭　　取： 柏原 康夫
設　　立： 1941年10月
業務内容： 京都府を中心に営業を展開する地方銀行。
  拠点は本支店145、出張所5、住宅ローンセンター5、店舗外

ATM292、海外駐在員事務所2の合計449カ所。（2010.3.31現在）
 「地域社会の繁栄に奉仕する」という経営理念を掲げ、地域貢献活動
に積極的に取り組み、地域社会との共感・共生を図っている。

操作性と使い勝手の良さで
精力的に制作が行われるように

動画の伝達力の強さを実感し
さらなる活用を進める

多彩なソースから手軽に動画を
制作しTV会議システム上で
配信するシステム

行員に伝えるべき情報が
多くなり効果的に
浸透させる手段が必要

収録 Cbox Station

収録 Power Rec Station

配信 Power Contents Server

京都銀行 
システム部 次長
松居 靖浩 氏

京都銀行 
広報部
垣内 恵 氏

企  業

導入システム

●  ビデオの制作や配布コスト、
管理負担、ビデオの紛失リス
クを軽減したかった。

● 扱う金融商品の増加、頻繁な
法改正などにより伝えるべき
情報量が増えた。

● 文字中心の通達よりも動画で
分かりやすく伝えたかった。

● 動画コンテンツに掲載期間を
設け、手軽に管理したかった。

導入前の課題

●  本店内の一室で手軽に動画
コンテンツを作成できるよう
になった。

● 教材や通達のコンテンツを容
易に管理できるようになった。

● 講義を受けるための時間や
場所の制約が軽減された。

導入後の効果

■システム図

制作されたコンテンツは内容に応じたフォルダに分
けられている。原則として掲示期間は1カ月、必要
に応じて延長などの対応が行われている。

コンテンツ制作は本店内の一室を利用して行われ
ており、簡易スタジオのようになっている。

コンテンツの一例。接客応対や書類上の重要なポイ
ントを教えるほか、新型インフルエンザ対策として、
マスクやゴーグルの適切な装着方法を実演したり、
店舗外ATMの状況をレポートするなどといった内
容のものもある。

2010年3月取材
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USER PROFILE

熊本大学病院
既設配信サーバにマッチした収録システム「Cbox」の導入で
eラーニングコンテンツの作成から配信までを
スムーズに運用

病 院 長：谷原 秀信
所 在 地： 熊本県熊本市中央区本荘1丁目1番1号
施　　設： 総合臨床研修センター／光学医療開発センター／
 臨床試験支援センター／高度医療開発センター／
 地域医療連携センター／総合周産期母子医療センター／
 がんセンター／ME機器センター / 地域医療支援センター／
 移植医療センター／災害医療教育研究センター

病  院

収録 Cbox

　2016年の熊本地震では過去に例のな
い震度7の激震が2度も発生し、人的およ
び住家被害に加えて医療機関においても
甚大な被害が発生しました。被災県として
災害対応の経験を活かし、災害医学に関す
る教育や研究を推進するセンターとして災
害医療教育研究センターが2018年10月
1日に熊本大学病院に設立されました。災
害医療に従事する人材の養成、行政や地
域医療との連携および市民への啓発等を
おこなうことによって、災害時における災害
医療提供体制の構築を図ることを目的とし
て設立された同センターでは、講義などを
収録してeラーニングコンテンツを作成する
システムとして、2019年1月に「Cbox」を
導入しました。システム導入の背景や今後
の展望などを、熊本大学病院 災害医療教
育研究センター 教授・センター長 笠岡俊志 
先生に聞きました。

　熊本大学病院は、医師会、歯科医師会、
行政機関等の協力を得て、超急性期から
急性期の支援にくわえ、亜急性期から慢性
期で問題となる慢性疾患等を対象とした
長期的視野で活動可能な医療チームを構
成する多職種の人材（医師、歯科医師、薬
剤師、看護士、栄養士等の医療職や行政
担当者等）の育成を目指す2018年度文
部科学省「課題解決型高度医療人材育成

プログラム」に、九州大学歯学部と連携し
て応募し採択されました。このプログラム
では、医師・歯科医師を対象とした「医師・
歯科医師特化コース」、看護師・薬剤師・管
理栄養士・歯科衛生士・歯科技工士・病院
事務職員・行政職員（保健師を含む）などを
対象とした「医療系専門職コース」の2つ
のコースが設定されており、講義や実習、
訓練のうち指定された必修科目を含む合
計120時間以上の履修を2年間でおこな
います（必要時間の履修ができなかった場
合は延長可）。
　『熊本市にある熊本大学病院と福岡市
にある九州大学歯学部が連携してこのプ
ログラムを進めていくには、講義のeラー
ニングコンテンツ化は必須だと考えていま
した。熊本大学では、医学部だけでなく全
学で、病院の職員に対する講習用にeラー
ニングコンテンツを配信するサーバ（LMS
「Moodle」）を設備していたため、コンテ
ンツの配信についてはその設備を利用する
ことができます。講義の収録方法やどのよ
うなシステムを利用しているかなどは他大
学から情報をいただいたりなどして調べま
した。』
　2019年1月に「Cbox」を導入してから
は、カンファレンスルームをスタジオとして
利用して、講義用資料を講師が読み上げる
ところを収録してeラーニングコンテンツ
を作成しているという。講義用のPower 
Pointなどを表示するノートPC、講師のバ
ストアップ撮影用のカメラ、ワイヤレスマイ

ク、「Cbox」をセッティングして講師が資
料を読み上げ、収録後に職員が不要部分
をカットするなどの編集をおこないます。講
師のチェックを受けたうえで学内サーバに
アップロードし、受講者は、サーバにアップ
ロードされたeラーニングコンテンツを学内
や自宅等で視聴しています。

　『今までにサーバにアップロードしたe
ラーニングコンテンツは、半年間で60時
間分くらいでしょうか。仮に1時間の講義だ
とすると60回分を作成できたことになりま
す。実際の講義を収録する場合は、現場に
「Cbox」を持ち運んで収録をおこなってい
ます。質疑応答なども含めて収録できるの
で、臨場感のあるコンテンツが作れる点が
良いですね。』

　「課題解決型高度医療人材育成プログ
ラム」の2019年度の受講者は、北は青森
から南は沖縄まで77名おり、熊本大学が保
有する配信サーバ側で受講者のeラーニン

グコンテンツの閲覧状況をモニターできる
ようになっているという。
　『熊本大学が既に持っている配信サー
バ（LMS「Moodle」）を活用してスムー
ズにeラーニングをスタートできました。
「Cbox」を使った講義のeラーニングコン
テンツ化は順調に 進んでいますが、受講者
の視聴は2019年7月に始まったばかりな
ので、継続して閲覧状況をモニターし、講義
コンテンツの改善などに反映していきたい
と考えています。今後は、実習などのeラー
ニングコンテンツ化にも取り組んでいきた
いと考えています。また、収録した講義コン
テンツは熊本大学病院にとって非常に大き
な財産であり、貴重なものです。これらのコ
ンテンツをどのように管理・保管していくか
も検討していきたいですね。』

導入システム

●  日中・定時の受講が難しい受
講者への学習環境提供。

● 遠隔地からの受講希望者へ
の学習環境提供。

導入前の課題

●  eラーニング化により、時間
を選ばず、遠隔地であっても
受講が可能となった。

● スライドと講演者の撮影を同
時に行えるため、臨場感のあ
るコンテンツを提供できるよ
うになった。

● 撮影後の編集時間が短縮さ
れた。

導入後の効果

2019年9月取材

視  聴

収  録カンファレンスルーム

学生講師 ワイヤレスマイク

フレームシンクロナイザー

講師撮影用カメラ

オーディオアナログ入力

DVI入力HDMI入力

収録システム
Cbox L3

HDMI-DVI
変換

学生

サーバ　LMS「Moodle」

転送

熊本大学病院における
実際の講義の様子

■ワークフロー

Cboxと既設配信サーバの
組み合わせで、スムーズに
eラーニングをスタート

遠隔地の他大学との連携には
eラーニングコンテンツ化が必須

熊本大学病院 災害医療教育研究センター
教授・センター長 医学博士
笠岡俊志 先生

Cboxを使った講義コンテンツ収録の様子
左下のワゴンに収録に必要な機材が
セットされている

●  高度な医療安全管理体制による安全安心で質の高い医療サービスの提供
●  患者の希望、期待、要求を尊重する医療の実践
●  先進医療の開発・推進と優れた医療人の育成
●  地域社会に貢献できる医療・防災の拠点形成

理念   本院は、高度な医療安全管理によって、患者本位の医療を実践し、
医学の発展及び医療人の育成に努め、

 地域の福祉と健康に貢献する。
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　済生会熊本病院では、月1～2回の頻度
で、職員のスキルアップを目的とした院内
講座を実施しています。
　しかし、病院は24時間365日動いてお
り、夜勤や当直の職員などは、決められた
日時に開催される講座を物理的に受講する
ことができないという問題がありました。
　『講座を受講できない職員には、後日イン
トラネット上に配布した資料を公開していま
したが、資料だけでは講座全体の中身を伝
えきることはできませんでした。何とか、生
に近い形で講座を残すことはできないだろ
うか？また、いつでも振り返りができる復習
の機会を作れないだろうか？と日々考えて
いました。』と、教育・研究部 人材開発室 室
長 内田 泰右 氏は語ります。

　そんな時、フォトロンの収録システム
「Power Rec MV」のデモを見て、内田
氏は導入を決めました。
　『Power Rec MVは、講師とPC映像
（PowerPointスライド）を1つの画面に
簡単に収録できる仕様でした。このような
生の講座に近い動画コンテンツが残せるシ
ステムは、大変魅力的でした。院内ポータ
ルサイトに公開すれば、資料配布だけでは
伝えきれないといった問題も解決できると
考えました。いつでも繰り返し学習できる
環境を構築できることは、常に稼働してい
る病院での院内教育には最適だと思いまし
た。』と内田氏は語ります。

社会福祉法人 恩賜財団   済生会熊本病院
Power Rec MVの導入により、
24時間365日いつでも学習できる環境を構築

業務で受講できない職員に
講座の内容を
残せないだろうか？収録 Power Rec MV

病  院

導入システム

●  院内教育講座を受講できな
い職員に対して、紙で資料
配布を行っていたが、それだ
けでは内容が伝わらないこ
とが多かった。

導入前の課題

●  24時間365日、いつでも学
習できる環境を構築できた。

● “生に近い”形で講座内容を
職員に伝えることができるよ
うになった。

導入後の効果

生に近い動画コンテンツを
簡単に作れる。

教育・研究部 
人材開発室 室長
内田 泰右 氏

■ワークフロー

USER PROFILE

　『導入後半年で、院内ポータルサイトの
院内講座の動画コンテンツへのアクセス数
は、2,000件を超えるものになりました。こ
のアクセス数を見て、職員の関心の高さ、
利用のしやすさを実感しています。職員が
いつでも学習できる環境を構築できたと思
います。
　また、教材作成の状況も大幅に改善され
ました。Power Rec MV導入前は、教育
用教材の更新に非常に手間取っていまし
た。院内で動画コンテンツを簡単に制作で

きるので、医療のスピードやエビデンスや
技術の変化にあわせて、タイムリーな教材
を提供できるようになり、時間的コストの削
減につながりました。
　さらに、技術的な研修も、より教育効果を
高めることができるようになりました。BLS
（1次救命措置）等、実技を伴う技術研修
などは、初めて受講する職員にとっては、な
かなか実際のイメージがわきにくい研修で
す。事前に受講者に予習的な内容を提供し
たかったのですが、今まではそれがなかな
か難しいと感じていました。
　導入後は、実際の研修風景と講義資料
を組み合わせた動画をPower Rec MVで
作成し予習用として受講者に提供していま

す。当日の実技研修も講義時間を大幅に省
略でき、より実技に割ける時間が増えまし
た。また、いつでも動画でお手本を確認で
きるので、技術の向上にもつながると考え
ています。』と内田氏は語ります。
　将来的には、患者さん向けの説明資料を
動画コンテンツ化し、自宅で見ていただくこ
とも検討していきたいそうです。

所 在 地：熊本県熊本市南区近見5-3-1
病 床 数： 400床
  救命救急センター42床（EICU4床、EHCU18床、救命救急病棟20

床）、集中治療室（ICU）16床、ハイケアユニット12床、人間ドック宿
泊用12床 含む

診 療 科： 内科・外科・消化器内科・消化器外科・整形外科・呼吸器内科・呼吸器外
科・腫瘍内科・糖尿病内科・泌尿器科・腎臓内科・心臓血管外科・循環器
内科・脳神経外科・神経内科・放射線科・麻酔科・救急科・病理診断科

■基本方針
救　急　医　療 専門医療チームが24時間迅速に対応します。
高　度　医　療 臓器別専門診療体制で最新、最良の医療を提供します。
地域医療と予防医学  患者主体の連携医療を行い、地域医療を支援し、健康増進をめざします。
医療人の育成   医療の知識と技術を高めるための環境を整え、地域に必要とされる医療

人育成に力を入れます。

理念 医療を通じて地域社会に貢献します
 やさしさとぬくもりある質の高い医療を患者さんへ

24時間365日
いつでも学習できる環境を
構築できた。

院内講座の収録

人材開発室 院内ポータルサイト

職員が自由に
動画コンテンツを視聴

院内
ポータル
サイト

院内ポータル
サイトに動画を
アップ

収録した
動画コンテンツを
取り出し

研修室・会議室
院内講座が開催される会場に

「Power Rec MV」を設置して収録。

ホール
専用ラックに納められた「Power Rec MV」で、
簡単に会場間を移動できます。

2013年8月取材



41 42

「講義・研修」「医療実習」「イベント/ライブ配信」といった様々な収録シーンにあわせて、
設置型・ネットワーク型・可搬型などの柔軟な収録システムラインナップをご用意しております。
また、多彩な視聴形態に対応した配信システムを使用することで、収録したコンテンツの利活用を促進します。

目的に応じた収録・配信システムで、
効果的に動画コンテンツを運用することが できます パソコン

モバイル端末視聴

視  聴
講義の収録

動画コンテンツの
作成

収  録
コンテンツの
管理・配信

配  信

運用イメージ

Bee8Plus

設 置 型

パソコンや
モバイル端末など
マルチデバイス視聴

ライブ視聴

収録
予約管理

コンテンツ/
アンケート作成

動画作成/
登録

コンテンツへの
コメント入力、
パソコンや

モバイル端末など
マルチデバイス視聴

オンデマンド視聴
コメント入力

CLEVAS

動画管理・配信システム

可 搬 型

BeeTouchPlus

ネットワーク型

Spider Rec

収録シーンにあわせた柔軟なラインナップ 多彩な配信形態に対応した配信システム
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・
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ソフトウェア型

CLEVASデスクトップレコーダ


